
年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

Ｓ Ｓ 11

２８ ２８

４ 福岡県公害防止条例公布 ４ 福岡県騒音防止条例公布

９

５ ３

12

２ ４ ４ ２ 衛生局公衆衛生課公害係設置 ２

９

６

厚生大臣表彰職員２名

７

12

３ ４ ７ 10 ２

４

５ 第１回公害防止対策審議会開催

６

５ 第１回環境衛生大会開催

10

12

４０ １ ４ ６ 便槽改善補助事業実施 ３ 八幡西清掃事務所竣工 ９ 衛生局公害対策課設置 11 紫川水系水質汚濁現地調査実施 ７

穴生作業所廃止（八幡区）

４ ９ 陣山作業所廃止（〃）

戸畑渡場公便設置

５ 10 ８

便槽改善補助金交付規則制定 西港船積貯留槽竣工

９ 11 八幡区畑観音バス停横公便設置

第２回環境衛生大会開催

10

11 厚生大臣表彰職員３名

12 清掃法一部改正

清掃委託制度確立

３ ３ 清掃紛争による委託状況 ３ 清掃紛争による委託状況 １ 大浜埋立地（小倉区）使用中止 ４ １

小型機械車（延） 小型ポンプ車（延） 豊岡埋立地（小倉区）使用開始

７ １４，８００台（換算） １３，７００台（換算） ２ 西港清掃工場集じん器新設

収集量　２２，０００t 汲取量　２５，５００kl ４ 若松区清掃工場（ごみ）竣工 ５ 大気汚染の疫学調査実施

９ 経費　　４，５００万円 経費　　４，３００万円 門司区文字ヶ関公便設置 ７

（4.1～6.30） （4.1～5.25） ６ 八幡清掃工場集じん器新設

11 第３回環境衛生大会開催 小石（若松区）埋立地使用中止

12 厚生大臣表彰職員４名 北湊（若松区）埋立地使用開始

疫学調査実施（三六、中原、寿
山、足原、霧ヶ丘校区４０歳以
上の婦人を対象）

一般家庭のごみ処理手数料を無
料化

３０

ポリ容器による週２回収集を実
施（八幡区）

５市合併（門司、小倉、若松、
八幡、戸畑）により衛生局清掃
課として発足

ごみ容器購入補助金交付規則制
定

北九州市が八幡・戸畑・若松に大
気汚染自動測定器設置

北九州市スモッグ注意報基準制定

ばい煙規制法による第１次指定区
域となる

市衛生局が第１回自動車排ガス調
査（魚町・浅生通・中央町）

第２回学童健康調査実施
（城山、枝光、徳力小学校、企
救中学校）九大衛生学教室

便槽改善補助金交付規則一部改
正

第１回学童健康調査実施
（城山、尾倉、木屋瀬小学校、
木屋瀬中学校）九大小児科教室

３０

６

ばい煙の排出の規制等に関する法
律施行

福岡県が大気汚染自動記録計によ
る試験的測定開始（八幡保健所に
設置）

ばいじん量の測定点を戸畑市６か
所に増設

３１

デポジットゲージ法による降下ば
いじん測定点を３０か所に整理

公害防止対策審議会答申第１号
「北九州市における大気汚染防止
の基本的対策について」

第１０回国勢調査
　２７１，３６５世帯
　１，０４２，３８８人

ポリ容器収集に伴うコンクリー
トごみ箱撤去を逐次実施

し尿処理手数料の委託徴収を実
施（若松区）

同和対策事業、ごみ容器及び便
槽改善補助事業を実施

し尿処理手数料の委託徴収を実
施（門司区、小倉区）

機構改革により清掃部に昇格、
各区に清掃事務所を設置

八幡清掃工場
（ごみ焼却場）竣工

門司清掃工場
（し尿処理場）竣工

西港清掃工場
（し尿処理場）竣工

八幡区の清掃作業地域の増大に
より清掃事務所を東西に分ける

機構改革により清掃事業局に昇
格、衛生局より分離独立併せて
清掃事務所を区の機構からはず
し局の直轄とする

給料表分離による清掃紛争
（3.28～4.16）

環　境　保　全　関　連

３１

北九州五市大気汚染防止対策委員
会設置

３４ ３４

３８
八幡清掃工場
（し尿投入所）竣工

３７ ３７

し尿収集２０日一巡を目標にす
る

門司清掃工場
（ごみ焼却場）竣工 ３９３９

３８

廃　棄　物　関　連

ポリ容器による週２回収集を実
施（戸畑区）

福岡県が県下１０か所にデポジッ
トゲージ法によるばいじん量の測
定点を開設（北九州五市は戸畑市
に１か所）

清掃条例及び同規則制定（し尿
手数料従量制を人頭制に改正）

全国大気汚染防止連絡協議会発足

公共用水域の水質保全に関する
法律、工場排水等の規制に関す
る法律施行北九州五市５１か所においてデポ

ジットゲージ法による共同測定開
始

４１
日本セメント㈱門司工場和解成立
（白木崎降塵対策協）

清掃行政機構を整備強化、局次
長２人制とする

４０

ごみ容器購入補助金交付規則一
部改正

ポリ容器による週２回収集を実
施（門司区）

若松清掃工場
（し尿処理場）竣工

ポリ容器による週２回収集を実
施（若松区）

ポリ容器による週２回収集を実
施（小倉区）

４１
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環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

３ 清掃条例一部改正 ４ ７ 許可制度を委託制度に切替え ３ ８ 公害対策基本法公布施行 ３ 城山地区公害特別対策実施 11

６ ７ 洞海地区気流調査実施

12 清掃パトロールを開始 ９

徳力し尿処理場竣工

５ 黒川（門司区）貯留槽撤去

９ 第４回環境衛生大会開催 ６

10

９

11 厚生大臣表彰職員３名

10 門司清掃事務所竣工

12

４ ４ ２ 作業困難地区改良工事着手 １ ６ ６ ６ 騒音規制法公布

４ 戸畑区の一部を委託に切替え

６ 10 ３ 大気汚染防止法公布 ７

６ ９ 八幡化学㈱公害紛争解決

門司区清見公園公便設置 12 11

し尿浄化槽の業務一元化 戸畑区三六電停横公便設置

４ 大里（門司区）中継槽設置

10 ５

７ 全国都市清掃会議 本市で開催

９ 第５回環境衛生大会開催 12 ９ 戸畑清掃事務所竣工

単労職員他都市派遣研修 若松清掃事務所竣工

11 10

厚生大臣表彰職員４名

１ 単労職員他都市派遣研修 ２ 道路清掃車増車１台（計２台） ４ 新車付統一作業基準の実施 １ ２ 硫黄酸化物環境基準閣議決定 ２ ２

（計画路線８６km） し尿処理委託料の改訂 ５

３ ４

11 ６ ５

４ 新車付統一作業基準の実施 ５ 小倉西清掃事務所竣工

５ 清掃法施行規則一部改正 ６ 吉田地域し尿処理場竣工 ８

６ 単労職員他都市派遣研修 12

９ 第６回環境衛生大会開催 10 紫川水域背景調査 10

11 厚生大臣表彰職員４名 ５ 清掃パトロール車増車 小倉東清掃事務所竣工 12 紫川水域内の工場実態調査実施

12 小倉し尿中継槽新設 12

８ 藍島、馬島にごみ焼却炉設置

ごみ収集車の機械化１００%達成 ９

６

10 小倉東清掃事務所

湯川車庫、三萩野作業所廃止

12 小倉区大門公便設置

７

10

12

４ 清掃条例一部改正 ４ ４ １ 日明清掃工場（ごみ）建設着工 ４ 衛生局公害対策部設置 ２ ４ 水質環境基準閣議決定

清掃規則一部改正 ３ 西港し尿圧送所竣工 ７

６ ８ 日明下水処理場へ圧送開始 紫川し尿処理場竣工 一酸化炭素の環境基準閣議決定 ６

６ 志井（小倉区）埋立地使用開始 ４ 10 響灘、周防灘魚介類調査実施

10

５ 11 洞海湾水域の水域指定

７ ママさんパトロール実施 ８ ７ 気象協会に観測業務委託 12 周防灘水質調査実施 11

公害パトロール・カー配備

７ 単労職員他都市派遣研修 12 八幡東清掃事務所竣工 11

９ 第７回環境衛生大会開催 若松区浅川中谷池埋立用地取得

10 第11回国勢調査

２９７，０２３世帯

１，０４２，３１９人 一般家庭の週２回収集目標達成 気象特別観測実施

11 厚生大臣表彰職員４名 ８ 大型家庭廃品の計画収集を実施

９ ママさんパトロール実施

11 公共ゴミ箱３，０００個設置

若松区の健康増進協議会「町の
美化対策部会」が発足

門司区の「きれいな町モデル地
区大里柳校区推進協議会」が発
足

局機構改革により２部４課とな
る

し尿処理手数料の委託徴収を実
施（八幡区・戸畑区）

職員海外派遣研修
（常岡計画課長）

日明下水処理場処理水を西港清
掃工場の稀釈水として取水開始
（板櫃川取水装置を併用）

労組の年末清掃作業拒否のため
年末清掃対策本部設置

ポリ袋による収集（若松区、戸
畑区、八幡区の一部）を試験的
に実施

市民による「川を守る会」（八
幡区）が発足

市民による「槻田川を守る会」
（八幡区）が発足

ごみ容器購入補助金の交付規則
一部改正

便槽改善補助金交付規則一部改
正

市民による「大蔵川を守る会」
（八幡区）が発足

学童ぜん息様疾患調査実施
（城山、霧ヶ丘小学校）
九大衛生学教室

八幡町（門司区）し尿貯留槽廃
止

小倉東清掃事務所建設用地取得
(横代）

４２

八幡化学㈱紛争激化住民座り込み
（灘見町）

戸畑共同火力㈱最初の公害防止協
定締結

ポリ袋による収集（門司区、小
倉区の一部）を試験的に実施

道路清掃開始 ４ｔ車１台
（計画路線４８ｋｍ）

竹馬川、大川水質調査実施
（県衛生研究所）

経企庁水銀調査実施
（旭硝子、三菱化成）

４３
洞海湾水域指定予備調査実施
（経済企画庁）

戸畑清掃事務所・美禄作業所廃
止

騒音規制法県知事告示
（北九州全域地域指定）

洞海湾沿岸工場排水調査、通産
省実施

空気清浄機設置
（牧山、浜町小学校）北九州地区産業公害総合事前調査

実施
（通産省、福岡県、北九州市）

住工混在地区騒音調査実施
（戸畑区沖台地区）

４４
学童ぜん息様疾患調査実施
（三六、城山、霧ヶ丘、大蔵小
学校）

公衆便所の清掃委託を清掃事務
局に所管替え

北九州地区大気汚染基礎調査実施
（厚生省、福岡県、北九州市）

電源開発㈱若松火力発電所公害問
題解決

八幡東清掃事務所・槻田作業所
竣工

八幡東清掃事務所・大蔵作業所
廃止

若松下水処理場を建設局より引
継ぐ

し尿処理委託基準設定委託料の
定額制実施

門司清掃事務所・西海岸作業所
竣工

八幡西清掃事務所・上津役中継
槽設置

八幡東清掃事務所・尾倉作業所
廃止

４２
小倉区の清掃作業地域の再編成
により清掃事業所を東西に分け
る

ポリ容器収集に伴うコンクリー
トごみ箱撤去を実施（門司区）

小倉東清掃事務所・三萩野作業
所新設

ダストボックス収集を実施
（八幡区）

市民による川をきれいにする推
進協議会が発足「紫川の清掃を
実施」

し尿処理手数料の委託徴収を実
施（小倉区）

４４

４３

ダストボックス収集を拡大
（八幡区）

職員海外派遣研修
（八幡西、諸永所長）

大気汚染防止法による硫黄酸化物
の排出基準の設定
（Ｋ値２６．３）

清掃規則全改
（業態者が排出するごみ処理手
数料の改正）

第１回スモッグ警報発令
（若松、戸畑、八幡区）

八幡東清掃事務所・中央町作業
所廃止

小倉東清掃事務所横代建設用地
変更

八幡東清掃事務所・枝光作業所
廃止

小倉東清掃事務所、葛牧作業所
廃止

北九州市大気汚染防止連絡協議会
設立

北九州市学童ぜん息様疾患調査
協議会設置

公害に係る健康被害の救済に関
する特別措置法公布

紫川水質基準調査実施
（経企庁委託）

洞海湾水質基準本調査を経企
庁、県に委託、市協力

市民による「板櫃川を守る会」
（小倉区）が発足

市民による「堀川を守る会」
（八幡区）が発足

業務委託による不法投棄処理を
開始

市管理職及び委託業者による年
末清掃を実施（一部直営）

北九州地区環境大気調査実施
（厚生省、北九州市）

大気汚染警報同報装置、逆転層観
測装置設置

４５ ４５

使用料等集金業務一本化のため
の集金センターが発足

し尿処理手数料従量制世帯に対
し、認定による定額制を実施

北九州市水洗化促進本部（清掃
事務局）及び実施本部（八幡、
戸畑区役所）を設置

家庭の主婦によるママさんパト
ロールを開始

小倉区の「町と美化と交通安全
モデル地区推進会議」（小倉
区）が発足

福岡県公害防止条例全面改正（同
年７月施行）

大型家庭廃品の埋立地として蜑
住（若松区）埋立地使用開始

「延命寺川を守る会」（小倉
区）が発足

門司清掃工場ブルドーザー(２
ｔ)を購入

水域指定及びメチル水銀につい
て水質基準が定められる
（板櫃川、洞海湾の一部）

袋収集モデル地区(６５，０００世
帯）にポリ袋を無償配布、ポリ
袋によるごみ収集を実施

戸畑区の「きれいな町と交通安
全モデル地区推進会議が発足

洞海湾水質調査、響灘水質調査
実施

大気汚染に関する疫学調査実施
（市内全小中学校）

自動うがい器設置（浜町、古
前、三六、米町小学校）

小倉北区中井地区、小倉北区魚
町交差点周辺及び戸畑区東牧山
公民館騒音調査実施

空気清浄機設置（枝光、三六、
古前、米町小学校）

大気汚染防止法施行令の一部改正
により県知事権限市長へ委譲

北九州市大気汚染緊急時対策要綱
施行（47.3廃止）

大気汚染測定テレメータ装置完成
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環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

６ ２ １ ２ 板櫃川ポンプ場閉鎖 ６ 公害対策局新設 １ 特殊気象情報　第１回通報 ５ 洞海湾水域環境基準類型指定 ５

小嶺作業所竣工 ７ 環境庁発足 ６ 悪臭防止法公布 ６ 水質汚濁防止法施行

９ ３ ３ 若松区中央市場公便建替 ７ 騒音に係る環境基準閣議決定

２ 若松区渡場横公便建替 ６

４ ママさんパトロール実施 若松区脇田３号公便設置 ８ 福岡県環境整備局設置 ９ 響灘水質調査実施

第８回環境衛生大会開催 ５ ７ 八幡区御開埋立地用地取得 10 ９ 11 港湾水質調査実施 ９

10 単労職員他都市派遣研修 小倉区吉田埋立地用地取得 12 水質自動測定記録装置設置

12 厚生大臣表彰職員３名 ７ ９ 12 12

８ 10 一番川し尿船積詰所設置

西港し尿船積詰所設置

10

八幡区楠橋公便設置

日明清掃工場試運転開始

若松区浜町二丁目公便建替

12 戸畑区幸町公便設置

11 公共施設大型廃品の収集実施

公共ごみ容器３，５００個増設

４ １ ４ １ ５ 公害対策局の機構改革 ３ ５ ５

６

八幡区香月出張所横公便建替 ９

２ ６ 八幡区白川電停横公便建替 10

３

８

５ ４ 若松工場し尿貯留槽設置

４ 日明清掃工場操業開始

西港清掃工場ごみ焼却場の廃止 ５ 悪臭防止法施行

６ ７ 同上（２業者） 黒崎駅前公便建替 10 10

11 ５ 清掃工場で２交替制勤務実施

９ 第１回清掃月間実施 ７ 若松区岩屋バス停公便設置 11

歩道清掃２班制実施（委託）

空気清浄器設置（城山小学校）

10 逆水埋立地使用開始 12

５ 皇后崎清掃工場着工

八幡区黒崎公便建替

門司区甲宗八幡神社横公便設置

小倉北区竪町公便建替

門司区老松児童公園公便設置

12 西港清掃工場に貯留槽を増設

６ ママさんパトロール実施

歩道清掃班２班増

ごみ作業班編成表作成（産廃） 門司区地蔵面埋立用地取得

７

９ 学校のちゅう芥収集開始

10 大型家庭廃品品目別調査

作業車両ＣＯ測定開始

大型家庭廃品の計画収集を実施
（S47年度第１回）

不法投棄班を新設し、収集活動
実施

移動トイレ１台購入及び貸し出
し開始

し尿浄化槽清掃業許可業者の清
掃状況の抜打ち立入検査を実施

水洗化普及活動にともない水洗
化普及勧奨専任職員の配置
　八幡東清掃事務所
　八幡西清掃事務所
　戸畑清掃事務所
　　　　　　各所２名　計６名

汲取作業困難地区収集用にミニ
ポンプ車導入
　門司清掃事務所
　八幡東清掃事務所
　若松清掃事務所
　　　　　　各所１台　計３台

大型家庭廃品の計画収集を実施
（Ｓ４６年度１回）

八幡区繁華街（黒崎）早朝作業
を実施

八幡区「中央地区美化推進協議
会」が発足

学校等公共施設の焼却灰を特別
収集班により計画収集実施

大型家庭廃品の計画収集を実施
（Ｓ４６年度２回）

道路清掃車（ウェイン式）１台
増車により計画清掃実施（委
託）

新作業基準によるごみ収集作業
実施

小倉区繁華街ごみ委託収集実施
（直営と同量で地域入替）

不法投棄処理用タイヤショベル
１台増車

市内全域ポリ袋によるステー
ション収集実施

し尿浄化槽設置者に対し、維持
管理指導パンフレット「し尿浄
化槽は生きている」を配布

徳力し尿処理機能停止し、徳力
ポンプ圧送に変更

小倉区平尾台センター下公便設
置

小倉区菅生ノ滝(上)(下)公便設
置

産業廃棄物排出事業者に対する
説明会開催

４７
廃棄物の処理および清掃に関す
る条例、同規則施行

北九州市ごみ容器購入補助金交
付規則を廃止

１日平均排出量２０キログラム未
満のごみ処理手数料を無料化

局の機構改革により計画課を廃
止し、産業廃棄物指導課を新設
（産業廃棄物係、浄化槽係）

吉田地域し尿処理場に揚水ポン
プ設置

西港し尿圧送所から西港し尿処
理場にし尿移送配管工事完了

関門海峡水質調査、瀬戸内海水
質汚濁総合調査実施

ＰＣＢ汚染実態調査実施
（環境庁、北九州市）

４７
国連人間環境会議開催
（ストックホルム）

福岡・山口県際間公害対策連絡協
議会発足

硫黄酸化物に係る緊急時対策実施
要綱施行(52.7一部改正)

光化学スモッグに係る緊急時対策
実施要綱施行(59.6廃止)

北九州市特殊気象情報実施要綱施
行(52.7一部改正)

市内５４社と硫黄酸化物に係る公
害防止協定締結

八幡東清掃事務所、戸畑清掃事
務所で便所水洗化普及に伴う直
営、委託汲取地域の交替

し尿汲取作業困難地区（門司区
春日町、小倉区山路）改良工事
着手

し尿浄化槽清掃業許可証及び施
設運搬器材検査証の交付(１３業
者)

ボックスパーカー車（ボックス
傾倒装置付車両）日明、初音高
層団地ごみ収集開始

小倉区一方通行路線の早朝作業
実施（小倉東清掃事務所ー委
託、小倉西清掃事務所ー直営）

日明清掃工場完成により、門
司、小倉東、小倉西、戸畑、八
幡東各清掃事務所からごみ搬入
開始

職員海外派遣研修（杉野産業廃
棄物指導課長） ごみ作業の中型機械車の車付作

業員を３名から２名に削減

皇后崎し尿処理場消化槽１槽設
置

中谷池埋立地、御開埋立地、吉
田埋立地の使用開始

４６

第１回瀬戸内海環境保全知事・市
長会議開催

北九州市公害防止条例公布
(47年3月施行）

大気汚染防止法改正施行、硫黄酸
化物の特別排出基準の設定（Ｋ値
５．２６）

北九州地区産業公害総合事前調査
結果報告

窒素酸化物自動測定機設置
（工場関係４、自動車関係３）

洞海湾水質底質調査、周防灘水
質底質調査実施

紫川等１２河川環境基準水質類
型指定

騒音規制法対象工場騒音調査実
施(３５工場)

自動うがい器設置（青山小学
校、沢見、高峰、中原、高塔、
中央中学校）

騒音規制法対象工場騒音調査実
施(２１工場)

「自動車騒音の限度を定める命
令」の適用区域、区分の告示

自動車排出ガス測定所テレメー
ター化、環境大気観測局窒素酸化
物テレメーター化

北九州市における慢性呼吸器症
状有症率の調査実施

交通騒音調査開始
（市内３２か所）

不法投棄処理用タイヤショベル
１台購入

廃棄物の処理及び清掃に関する
法律、同法律施行令、同法律施
行規則の施行

八幡区「黒崎地区美化推進協議
会」が発足４６

八幡東、西清掃事務所処理区域
を一部変更

生活環境騒音調査開始
（市内１５か所）

交通騒音調査実施
（市内２０か所）

環境庁長官「新幹線鉄道騒音対
策について」運輸大臣に勧告

「北九州地域公害防止計画」で
城山地区を住工分離促進地区と
してとりあげる

公害健康被害救済地域指定基礎
調査（環境庁委託）

大気汚染に関する疫学調査
（市内全小中学校）

住工混在地区騒音調査開始
（陣山地区）

（産廃）福岡県及び政令市の産
業廃棄物担当者による産業廃棄
物連絡協議会を設置

道路清掃車（真空式カトー）２
台購入

（産廃）産業廃棄物処理対策会
議の設置



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

６ ３ １ 北九州市浄化槽管理協会発足 １ 若松区小田山公便設置 １ ４ ２

海洋投棄地点の変更（１５海里） 戸畑駅北口公便設置

４ ５ 新町下水処理場へし尿圧送開始 戸畑区東本町公便設置 ２ 炭化水素濃度連続測定装置設置 河川調査実施（紫川、神嶽川）

６ ３ 八幡区河内三本松公便設置 ６

八幡区香月横田埋立用地取得

８ 新門司清掃工場用地取得

北湊埋立地使用中止 ５ ３

12 生し尿海洋投入廃止 ４ 西港し尿圧送所の増設工事完了 ７

西港破砕工場完成 ５

５ ５ 皇后崎し尿処理場完成

門司し尿圧送所完成 ８ 窒素酸化物の排出基準設定 ８

門司清掃工場曝気槽工事完了 ６

10

６

７

７

８

９

若松区二島新道交差点公便建替

10 地蔵面埋立地の使用開始

八幡区勤労者会館前公便設置

江川清掃用地取得

11 横田埋立地の使用開始

八幡区陣山一丁目公便建替

12 西港船積施設竣工

小倉区金田公園公便建替 10

小倉城西門前公便建替

12

４ １ 道路清掃車２台増車 １ ２ １ １ 洞海湾しゅんせつ工事開始 ２ 城山地区標準土地価格調査実施

３ ５ ４

11 若松区古前公園公便建替 ５ 大気汚染防止法の改正

４ ３ 藍島、馬島、し尿中継所竣工 ６ ７ ５

８ ６

八幡西区陣ﾉ原公便設置 窒素酸化物等排出実態調査実施 洞海湾水質底質調査実施 ８ 市独自の指定地域設定

６ 11 10 紫川水系の生物調査実施

10 ４ 西港橋完成 ９

６

若松小学校横公便建替

10 新門司清掃工場着工

12 門司清掃工場に水質試験室設置

八幡東区河内宮前公便設置 10 城山地区住宅移転先案内

八幡西区堀川橋横公便建替 12

２ ３ 公共ごみ容器１，１３０個の更新 10 １ 門司区清滝公園横公便設置 ２ ２ ４

公共吸いがら入れ１，０００個増設 八幡西区穴生電停公便設置

７ ９ 若松区弁財天バス停横公便建替 ５ 板櫃川生物調査実施 ５

若松区脇田バス停横公便設置 10

10 ３ 皇后崎清掃工場竣工 ７

８ 若松区脇田１号、２号公便建替 「底質の暫定除去基準」設定

５

10

志井埋立地埋立中止 ８

６ 八幡清掃工場廃止

10 ７ ９

伊川埋立地閉鎖 10

吉田埋立地閉鎖 ８

12 若松区恵比寿神社前公便設置 11

10

12

12

作業調整
　一般し尿減車１５台

４８ ４８
北九州市水洗化促進本部事務局
を下水道局へ移管

八幡区「中央地区美化推進協議
会」が解散

門司区「きれいな町モデル地区
門司港センター推進協議会」発
足

ごみ・し尿の適正な事務委託の
ための収集世帯の実態調査実施

局の機構改革により総務課経理
係を廃止し、新たに業務課に計
画係を新設

小学校３年生の学習資料「せい
そうのしごと」作成配布

清掃作業区域を行政区にあわせ
る

吉田地域し尿処理場増設工事完
了

各清掃事務所、清掃工場に冷房
設備設置

門司し尿圧送所カッター工事完
了

大型家庭廃品収集を年２回から
年３回とする

西港破砕工場完成により大型家
庭廃品搬入開始

（産廃）パトロール車による企
業工場内立入り調査開始

（産廃）行政管理庁九州行政監
察局の廃油行政監察

（産廃）廃棄物の処理及び清掃
に関する法律施行令改正に伴い
産業廃棄物排出事業者説明会開
催

八幡東管内クレーンボックス方
式をパッカーボックス方式に切
替え（２，７００世帯）

戸畑清掃事務所し尿委託地区の
全廃

全し尿浄化槽設置者に対し維持
管理について啓発文の発送

小倉北区天神島公便（身障者用
併設）設置

（産廃）メッキ汚泥固形化処理
技術研究を山口大学に委託

作業調整
　一般ごみ増車７台

北九州公害健康被害救済特別措
置法施行細則公布施行

北九州市公害被害者認定審査会
条例公布施行

北九州市公害病認定患者遺族見
舞金支給要綱公布施行

住工混在地区騒音調査実施
（門司区下二十町）

騒音規制法及び北九州市公害防
止条例対象工場騒音調査実施
（２９工場）

特定工場、特定建設作業に伴っ
て発生する騒音について規制地
域の指定時間及び区域区分ごと
の規制基準の制定

大気汚染に係る環境基準の改定
（一酸化炭素、浮遊粒子状物質、
二酸化窒素、光化学オキシダン
ト、二酸化硫黄）

瀬戸内海環境保全臨時措置法の
公布（同年１１月施行）

悪臭防止法に基づくアンモニア等
５物質の規制基準制定

「洞海湾等にかかる上乗せ排水
基準」条例の施行

硫黄酸化物の排出基準改定
（Ｋ値７．５９）

オキシダント測定テレメーター化
（半固定、曽根国設大気測定所）

魚の水銀暫定基準、水銀ヘドロ
除去基準「洞海湾等にかかる上
乗せ排水基準」条例の基準値適
用実施

響灘水質特別調査、周防灘水質
調査、水銀等汚染全国総点検調
査実施

「水銀を含む底質の暫定除去基
準」設定

山陽新幹線騒音振動調査実施
（岡山県）

「騒音に係る環境基準の類型を
あてはめる地域」の指定告示

「北九州地域公害防止計画」で
城山地区を住宅移転事業として
決定　第１次城山地区住民意向
調査実施

住工混在地区騒音調査実施
（小倉北区宇佐町地区）

公害健康被害補償法の公布
（49年9月施行）

北九州市特定呼吸器疾病患者の
救済措置要綱公布施行

企業に対する城山地区住宅移転
事業の説明会開催「航空機騒音
に係る環境基準」の制定

４９
「小倉西清掃事務所」を「小倉
北清掃事務所」に、「小倉東清
掃事務所」を「小倉南清掃事務
所」に、それぞれ名称を変更
（行政区の７区制による）

４９
自動車排出ガス量の許容限度の設
定

大気汚染防止法の一部改正（総量
規制の導入）

城山地区の公害による経済損失
調査実施

工場騒音調査実施（法対象２０
工場、条例対象２工場）

城山地区の標準家屋移築費算定
調査実施

北九州市特定呼吸器疾病患者の
救済措置要綱廃止

門司・八幡西清掃事務所の副所
長を２人制とした（補職名第
１・第２副所長）

職員海外派遣研修（竹内総務部
長）

響灘、関門海峡、周防灘水域環
境基準類型指定

周防灘水質底質調査、上乗せ排
出基準改正

「瀬戸内海水域に係る上乗せ排
水基準」の施行

公共吸いがら入れ１，０００個を新
設

街美化推進のためミニ・スイー
パー２台購入

汚泥海洋投入地点を１５カイリ
から５０カイリに変更

し尿収集車のホースリール取付
全車完了

小倉南区道原、若松区早間海岸
公便設置

八幡東区東河内・中央町バイパ
ス下・河内小学校前・総合体育
館公便設置

長浦公園公便建替（身障者用ト
イレ設置

北九州市公害防止条例施行規則の
一部改正（Ｋ値４．６７）

大気汚染防止法施行令の一部改正
（総量規制地域の指定）

北九州市特定呼吸器疾病患者健
康被害補償要綱制定施行

北九州市公害健康被害認定審査
会発足

門司清掃工場のごみ焼却部門休
止

交通騒音調査実施
（市道１０地点）

小学校３年生の学習資料「せい
そうのしごと」作成配布

清掃ＰＲ映画製作「変りゆく清
掃事業」「育てよう美しいまち
北九州」

江川船積施設竣工、小倉北清掃
事務所車庫竣工

新幹線試運転時騒音振動調査開
始

窒素酸化物シミュレーション実施

「自動車排出ガス量の許容限度」
の一部改正（２サイクル軽自動車
の炭化水素５０年規制に係る暫定
規制）

大気汚染防止法施行規則一部改正
（窒素酸化物排出基準第２次規
制）

窒素酸化物許容総量方式調査につ
いて国と委託契約締結

「ＰＣＢを含む底質の暫定除去
基準」設定

瀬戸内海栄養塩類収支挙動調査
実施

第２次城山地区住民意向調査実
施

工場・事業場騒音調査実施
（１６工場）

新幹線鉄道騒音に係る環境基準
の告示

公害保健福祉事業「青空学校」
実施（第１回）

新幹線鉄道開業後の騒音調査実
施

自動車騒音の大きさの許容限度
の告示

自動車騒音調査実施（黒崎、中
井）

家庭療養指導事業開始（保健婦
による家庭訪問指導）

５０
総量規制実施に伴う電算シミュ
レーション（福岡県において実
施）

自動車排出ガスの量の許容限度の
一部改正（窒素酸化物に係る暫定
５１年規制）

窒素酸化物調査検討委員会中間報
告

北九州市公害防止条例施行規則一
部改正（Ｋ値３．５）

環境庁「窒素酸化物許容排出総量
検討委員会」の委員に公害対策局
長が就任

自動車排出ガス拡散状況調査実施

「環境影響評価制度のあり方に
ついて」中央公害対策審議会防
止計画部会環境影響評価制度専
門委員会報告

５０



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

５ ９ ９ ３ 八幡西区木屋ノ瀬公便設置 ５ 浮遊粒子状物質対策検討会設置 ７ ６ 振動規制法公布（１２月施行）

陣ノ原埋立地閉鎖 ８ ７

８ ４ 藍島ごみ焼却場竣工

５ 逆水埋立地閉鎖 ９

９ 小倉南区菅生ノ滝入口公便設置

11 若松清掃工場休止 ９ 窒素酸化物総量削減検討調査

10

11

12

４ ５ ８ ３ １ １ ５ ３

８ ６ 11 ４ 若松藤ノ木中継所詰所廃止 瀬戸内海水質汚濁調査実施 ４

５ 八幡東区小伊藤山公園公便設置 筑前海水域環境基準類型指定

９ ６ 豊岡埋立地閉鎖 産業排水汚濁負荷量調査実施 ５

７ ７ 新門司清掃工場運転開始 12

草見埋立地使用開始 ２

９

６ ６

11 八幡西区吉祥寺公便設置

12

６ ８ ９ ３ 小倉南区三岳入口公便設置 ４ １ １ １

曽根し尿中継所用地取得

７ ４ ６ ３

３

10 ７ 戸畑清掃事務所車庫増設 ４

８ 響灘廃棄物処分場建設工事着工 ９

９ 第８回清掃週間 10 三ヶ森電停公便設置 ５ 窒素酸化物排出実態調査実施 ５

引越機動班、２班新設 香月電停公便設置 ７

11 11 ６

12 ９

10

１ ４ １ ２ 三岳梅林内公便廃止 ７ ８ ５ 広域総合水質調査実施 １

３ 御開埋立地閉鎖 ６

３ ４ ４ 八幡南清掃事務所開所 ３

永犬丸埋立地使用開始 11

４ 市政だより「特集号」発行 ８ 曽根し尿中継所建設 ９ ５

週休２日制施行(４週５休) ６ 道原小学校横公便廃止

９ ９ ７ 12

６

収集班４班に増 的場池埋立地使用開始

６ 作文集「清掃のしごと」発行 ８ 戸畑清掃事務所車庫建設(増設)

９ 横田埋立地閉鎖

10 ９

８

12 響灘廃棄物処分場第１区画完成

９ 第９回清掃週間 若松区白浜公便解体

吉田地区し尿処理場廃止

北九州直方道路開通前騒音調査
実施(１２地区１２地点)

八幡西清掃事務所小嶺事務所の
用途廃止

作業調整
　一般し尿減車１０台

作業調整
　一般ごみ増車１台
　地域巡回班増車３台

作業調整
　一般し尿減車１２台

作業調整
 一般ごみ増車　６台
 地域巡回班増車　２台
 引越機動班増車　１台
 （引越機動班１班増）
 汚泥車増車　１台

作業調整
　一般し尿減車　１１台

幹線道路騒音調査実施
(１１地点)

洞海緑地事業準備室を廃止し、公
害防止事業団北九州建設事務所に
より施行 北九州直方道路、九州自動車道

開通後騒音測定
（１２地区１８地点)

騒音規制法に基づく規制地域の
指定及び区域区分の変更の告示

騒音環境基準類型指定の変更の
告示技能労務職員第２回海外派遣研

修(５名)

５１
「悪臭物質の指定及び悪臭規制基
準の範囲の設定等に関する基本的
方針について」中央公害対策審議
会答申

悪臭防止法施行令の一部を改正す
る政令施行（二酸化メチル等３物
質指定）

窒素酸化物許容総量算定方式検討
委員会中間報告

総量規制に係る「硫黄酸化物総量
削減計画案について」公害対策審
議会に諮問

５２

職員海外派遣研修
（古賀産業廃棄物係長）

「リサイクリング北九州'79」
「リサイクルバザール」開催
(第１回)

職員海外派遣研修
（上田総務部長）

「二酸化窒素に係る環境基準に基
づく地域区分について」通知

大気汚染防止法施行規則一部改正
（窒素酸化物第４次規制）

「大型ごみ」分別収集開始、破
砕機械車購入

５３

５２
清掃作業員採用試験
（合格４５名）

５１
清掃作業員採用試験
（合格４８名）

小学校３年生の学習資料「せい
そうのしごと」作成配布

社団法人瀬戸内海環境保全協会発
足

５４
産業廃棄物処理施設整備資金融
資制度の開設

若松清掃工場（し尿）を若松し
尿投入所に変更

し尿浄化槽維持管理、清掃業者
の事業所へ立入り調査を実施

作業調整
　一般ごみ増車４台
　地域巡回班増車１台

廃木材処理開始
（旧豊岡埋立地）

市内中小河川生物地調査実施
(奥畑川他4河川)

「新幹線鉄道騒音に係る環境基
準の類型別地域指定」県告示

法令改正に伴い事業者及び処理
業者説明会開催

(社)北九州市環境整備協会をし
尿浄化槽水質検査機関に指定

「北九州市及び苅田町の地域にお
ける硫黄酸化物総量削減計画」県
公告

「硫黄酸化物に係る総量規制基準
及び燃料使用基準」県公告

「自動車排出ガス量の許容限度」
の改正

（乗用車の５３年規制と重量ガソ
リン車及びディーゼル車の５２年
規制）

市内河川生物調査実施
（貫川、撥川、割子川） 工場・事業場騒音調査実施

（１０工場）

新幹線鉄道騒音に係る環境基準
の地域指定に伴う騒音調査実施
（４地区１６地点）

窒素酸化物高濃度汚染解析調査実
施

二酸化窒素に係る環境基準の改定
の告示

自動車騒音の大きさの許容限度
の一部改正の告示

公害対策局に洞海緑地事業準備室
設置

硫黄酸化物に係る公害の防止に関
する協定を解除
(４５社５１工場) リハビリテーション事業「ぜん

息体操」実施(第１回)

工場・事業場騒音調査実施
(１２７工場)

振動実態調査実施
(29工場、11路線、5建設現場)

「北九州地区公害防止計画」見
直しにより城山地区住宅移転事
業を緩衝緑地事業(都市計画事
業)に変更

振動規制法に基づく地域指定及
び規制基準等を施行

瀬戸内海環境保全臨時措置法及
び水質汚濁法一部改正
(54.6施行)

生物学的水質調査実施
（紫川水系）

北九州地域公害防止計画（見直
し）の内閣総理大臣承認

リハビリテーション事業「排た
ん訓練」実施(第１回)

環境騒音調査実施
（高層市営住宅）

公害対策局に環境影響評価担当の
主幹制導入

在来線鉄道騒音振動調査実施
（７地区２８地点)

新幹線鉄道騒音振動調査実施
（３地区１２地点)

硫黄酸化物に係る公害の防止に関
する協定締結
(４８社５７工場)

若松清掃工場内ごみ中継施設廃
止

産業廃棄物処理計画の事業者及
び処理業者説明会開催

北九州リサイクルフェア’78開催

産業廃棄物の再資源製品展示即
売会を開催

「八幡西清掃事務所」を「八幡
西清掃事務所」と「八幡南清掃
事務所」に分割

自動車排出ガス規制の許容限度の
一部改正(トラック及びディーゼ
ル車の５４年規制)

公害保健福祉事業「水泳教室」
実施(第１回)

窒素酸化物削減シミュレーション
補完調査実施

「化学的酸素要求量に係る総量
削減基本方針（瀬戸内海）策定

有害物質に係る環境汚染実態調
査実施

「二酸化窒素の人の健康影響に係
る判定条件等について」中央公害
対策審議会答申

５３

し尿浄化槽設置及び管理状態の
実態調査の実施

し尿浄化槽設置状況等実態調査
の実施

市内事業所の産業廃棄物に関す
る意識調査（アンケート方式）
を実施

ひびき灘埋立廃棄物海上輸送計
画委員会報告

日明積出基地及び揚陸施設建設
工場着工

５４

油分離施設等に係る産業廃棄物
処理方法の説明会を開催

特定施設設置事業所の産業廃棄
物処理実態調査を実施

環境騒音調査実施
（５１９地点)

悪臭防止法に基づく二酸化メチル
等３物質の規制基準制定

大気汚染防止法施行規則一部改正
(窒素酸化物排出基準第３次規制)

小学校３年生の学習資料「せい
そうのしごと」作成配布

職員海外派遣研修
（宮本総務課庶務係長） 瀬戸内海栄養塩類削減検討調査

実施

若松清掃工場のごみ焼却施設を
廃止しごみ中継施設とする

技能労務職員第１回海外派遣研
修(５名)

局の機構改革により総務部計画
課新設

小学校３年生の学習資料「せい
そうのしごと」作成配布

「筑前海水域に係る上乗せ排水
基準」施行

六価クロム汚泥対策として簡易
処理技術の開発成功関連事業者
に自己処理を指導

北九州市産業廃棄物処理計画策
定

委託業者業務転換
　ごみ（１業者）
　道路清掃（２業者)



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

３ ６ ２ １ ７ ３ ４ ９

市政だより「清掃特集号」発行 ９ ４ ２ 黒崎駅前公便身障者用増設 ５

幸町公便改築 12

12 ７ し尿浄化槽設置状況等調査実施 響灘廃棄物処分場開設 10

４ 響灘排水処理場建設工事着工

３ 八幡南清掃事務所車庫建設 12

６ 的場池埋立地閉鎖

７

７

６ 11

９ 第１０回清掃週間

「リサイクルバザール」

10 週休２日制再試行(４週５休)

３ ３ 廃棄物の海上輸送開始 ６ ２ ６ ７ １

７ し尿浄化槽指導調査の実施 菜園場一丁目公便設置 ４ 公害補償給付事務の電算化

４ ６ ６

市政だより「清掃特集号」 ３ 響灘排水処理場完成

「公害行政の歩み」発刊

８

７ 皇后崎し尿投入所（移築）

７ 引越機動班１班増設稼働 馬島ごみ焼却場竣工 ９

８ ９ 馬島し尿中継所増設

10

９ 10 景観作業班新設稼働（２班）

第１１回清掃週間

11 若松ごみ焼却工場解体

若松し尿計量所移設

12

日明清掃工場煙突整備

日明し尿貯留槽増設

３ ２ ７ １ ７ ５ ５ ９

２ 西港清掃工場浄化槽廃止

３

８

４ 11

３ 12

歴代清掃事業局長第１回懇談会 勤労者会館前公便身障者用増設

市政だより「清掃特集号」発行 ７ ４

５

６

７ 皇后崎工場煙突整備

若松区岩屋バス停公便建替

９

８

10 徳力ポンプ場廃止

６ ９ 八幡南環境事務所緩衝緑地取得

11

11 景観作業班１班増

12 小倉北区八坂神社前公便廃止

７ 12 藍島（寄浦）し尿貯溜槽建設

八幡東区小伊藤山公園公便廃止

９ 第１２回清潔なまちづくり週間

天神島公便建替（身障者用トイ
レも設置）

廃木材処届（旧豊岡埋立地）廃
止

新門司工場余剰電力を九州電力
㈱へ売電開始

講演会（産業廃棄物処理促進事
業） 新門司、日明、皇后崎工場建替

用地市民開放

法令説明会（建設業に係る「元
請責任」について）

新型公共ごみ容器(Ａ型)１００
個増設

し尿浄化槽維持管理検査（法
定）の開始

作業調整
　一般ごみ増車　４台
　不法投棄減車　１台
　地域巡回班増車　１台
　引越機動班　１班増
　景観作業班新設　２台

作業調整
　一般し尿減車　１２台

作業調整
 一般ごみ増車　５台
 (中・小切替２台を含む)
 ちゅう芥班増車　１台
 景観作業班増車　１台

作業調整
　一般し尿減車　１０台

第６回空きかん・空きびん回収
キャンペーン

廃棄物処理手数料改正
（ごみ、し尿、犬猫死体処理、
手数料の改正、徳力地区雑排水
処理手数料を下水道使用料に変
更）

新門司、日明、皇后崎各清掃工
場の夜間勤務体制の変更（技術
吏員の夜勤廃止）

中国山西省太原市太原環境保護
視察団来北
日明清掃工場視察
団長　李云初　他１０名

パッカーボックス廃止（小倉北
区）局及び事務所工場の名称変更

（新名称　環境事業局）

技能労務職員第５回海外派遣研
修(５名)

「第４回リサイクルバザール」
開催

厚生省職員派遣研修
（青柳技術吏員） 新型公共ごみ容器(A型)１００個

設置

「北九州市合成洗剤対策推進会
議」の拡充、強化

自動車騒音の大きさの許容限度
の一部改正の告示

騒音規制法、振動規制法に基づ
く規制地域の指定及び区域区分
の変更の告示

環境管理計画策定に関する事例
調査研究実施（環境庁委託）

都市高速道路開通後騒音調査実
施（篠崎～日明）

環境管理研究会発足
（公害対策局の課長、係長で組
織）

自動車騒音の大きさの許容限度
の一部改正の告示

夜間における環境騒音調査実施
(５１９地点)

新幹線環境保全対策調査実施
（環境庁委託）

大連市における「公害管理講
座」実施(10.26～11.3)

５６

響灘排水処理場（第２期工事）
完成 湖沼の窒素及び燐に係る環境基

準告示

「北九州市石けん利用推進対策
審議会の設置及び運営に関する
条例の制定」の直接請求（６月
議会で否決）

５７

環境管理課を新設、大気課、水質
騒音課を充実

大気汚染防止法施行規則の一部改
正（ばいじん排出基準の改正）

新日本製鐵㈱八幡製鐵所シームレ
ス鋼管工場増設に伴う公害防止協
定の締結

化学的酸素要求量に係る総量規
制基準適用（既設事業場）

門司清掃工場に有機汚濁負荷量
測定装置（ＵＶ計）設置

化学的酸素要求量に係る総量規
制基準適用（新設事業場）

非特定汚染源による汚染防止対
策調査実施（環境庁委託）

５５

清掃工場に塩化水素除去設備設
置

旧若松焼却工場跡地を下水道局
へ移管

試験検査施設建設
（日明積出基地内）

吉田地域し尿処理場跡地を下水
道局へ移管

若松区役所前バス停横公便身障
者用増設

５６
小学校４年生の学習資料「せい
そうのしごと」作成配布
（第７版）

技能労務職員第４回海外派遣研
修(５名)

職員海外派遣研修
（山本産業廃棄物指導課長）

５５

特定施設等に係る産業廃棄物実
態調査（検体分析）

「かん・びん等有価物回収協議
会」が「かん・びん等有価物の
回収に関する報告書」を提出し
解散する

事業者不用品情報交換制度アン
ケートの実施

講演会セミナー
（産業廃棄物処理促進事業）

離島（藍島・馬島）の大型家庭
廃品収集開始講演会セミナー
（産業廃棄物処理促進事業）

廃棄物海上輸送施設（日明積出
基地、揚陸施設）完成

曽根し尿中継所進入道路用地取
得

八幡西清掃事務所（移築）
ソーラーシステム導入

皇后崎・日明清掃工場排水処理
施設竣工

小学校４年生の学習資料「せい
そうのしごと」作成配布

映画「もうひとつの町づくり」
製作

公害対策局の機構改革規制課及び
主幹制を廃止

清掃作業員採用試験
（合格４７名）

厚生省職員派遣研修
（溝口技術吏員）

九州電力㈱新小倉発電所５号機増
設に伴う公害防止協定の締結

「化学的酸素要求量に係る総量
削減計画」公告

「化学的酸素要求量に係る総量
規制基準」告示

「燐及びその化合物に係る削減
指導方針」公告

「北九州市合成洗剤対策推進会
議」設置

公害対策局の機構改革
(２部制より次長制になる）

新日本製鐵㈱八幡製鐵所熱延工場
新設に伴う公害防止協定の締結

清掃事業局、下水道局問題協議
検討委員会発足

新幹線速度制限解除前の騒音振
動調査実施

都市高速道路開通前騒音調査実
施（篠崎北～日明）

新幹線速度制限解除後の騒音振
動調査実施

響灘廃棄物処分場の環境庁及び
厚生省の区域指定

九州自動車道開通前騒音調査
（門司ＩＣ～小倉東ＩＣ）

５７
財団法人北九州市環境整備協会
の設立

小学校４年生の学習資料「せい
そうのしごと」作成配布
（第８版）

市政だより「環境事業局特集
号」発行

「第３回リサイクルバザール」
開催

厚生省職員派遣研修
（斉藤技術吏員）

技能労務職員第３回海外派遣研
修(５名)

局の機構改革により施設課に試
験検査係を新設

産業廃棄物情報管理システムの
研究開始

講演会・座談会の開催（産業廃
棄物処理促進事業）

「かん・びん等有価物回収協議
会」設置

し尿浄化槽維持管理検査機関の
厚生大臣指定

環境騒音調査実施
（１０４地点）



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

３ 作文集「美しいまちに」発行 ３ 講習会（産廃処理業者） ５ 浄化槽法公布 ２ 八幡西区穴生電停横公便廃止 ３ ９ ３

９ ３ 小倉南区ごみ中継廃止

４月１日から新門司工場へ直送

６

10

10 八幡東環境事務所法面防災工事

収集運搬許可業者法令講習会 ４ 11

４

８ 新門司工場煙突整備

11 講習会（新規産廃処理業者） ９ 地蔵面埋立地閉鎖

11 日明工場で柔物処理業務開始

５

８

９

10

２ まち美化マスコットマーク制定 １ ３ 農村還元を廃止 １ 11 公害対策局の機構改革 ３ １ ２

３ ８ 公害対策局次長制の廃止

２ ２ 小倉南区菅生ノ滝入口公便廃止 ７

11 ３ ６

４ ３ ８

９

５

門司区丸山一丁目公便廃止

９ 講習会（新規産廃処理業者） 戸畑区東本町公便廃止

８ ごみ作業基準の改正 八幡西区楠橋電停横公便建替

９ 小倉南環境事務所受水槽設置 12

４

11 講習会（新規産廃処理業者）

５ 皇后崎工場発電１億kwh達成

８ 若松し尿投入所廃止

八幡東区松ヶ島中継所廃止

新門司廃棄物処分場建設着工

９

頂吉市民トイレ新設

作業調整
　一般ごみ減車　２２台

作業調整
　一般し尿減車　１０台

５８

講演会（産業廃棄物処理促進事
業）

技術労務職員第７回海外派遣研
修（４名)

第１４回「清潔なまちづくり週
間」

第９回空きかん・空きびん回収
キャンペーン

「第６回リサイクルバザール」
開催

日明工場建替に係る環境アセス
メント着手

５９ ５９

市政だより「環境事業局特集
号」発行

技術労務職員第６回海外派遣研
修（５名)

職員海外派遣研修
（上田施設第三係長）

第１回「ごみゼロの日」キャン
ペーン実施

建設木くずの産業廃棄物指定公
布（59年4月1日施行）

市政だより「環境事業局特集
号」発行

小学校４年生の学習資料「せい
けつで美しいまちに」作成配布
（第１０版） 浄化槽法説明会（維持管理、清

掃業者）

新門司廃棄物処分場を環境庁及
び厚生省から区域指定

新門司工場の工場用水に原水を
利用

新型公共ごみ容器(Ｂ型)２００
個設置

法令説明会（「建設木くず」の
産廃指定関係）

講演会（産業廃棄物処理促進事
業）

市内浄化槽に関する行政立入り
検査の開始

５８
映画「もうひとつのまちづく
り」改編

八幡東区河内小学校前バス停横
公便建替

パッカーボックス廃止
（八幡東、八幡西、戸畑区）
全市ポリ袋ステーション方式を
達成

「防衛施設周辺の生活環境の整
備等に関する法律施行規制」の
一部改正（八幡西区浅川地区を
第１種区域に指定）

自動車騒音の大きさの許容限度
の一部改正の告示

公害保健福祉事業「健康教室」
実施（第１回）

新幹線沿線地域（八幡西区北九
州トンネル～遠賀川橋間）騒音
分布状況調査実施

市民（３，０００人)の洗剤使用実
態調査実施

北九州市環境管理計画策定要領
施行

沖田地区街づくり運動推進会議
が発足

「さわらび通り」美化推進協議
会が発足

かん・びんモデル地区回収テス
ト開始

環境管理計画策定手法調査研究
実施（環境庁委託）

快適環境に関する市民意識調査
実施（４，０００人対象）皇后崎工場誘引通風機を可変速

式に改善（一炉）

八幡東区中央二丁目バイパス下
公便建替

「建設木くず」を一般廃棄物と
あわせて処理する産業廃棄物と
して指定

悪臭物質測定の方法の一部を改正
する告示
（昭和59年4月1日適用）

北九州市光化学スモッグ緊急時措
置等実施要綱を告示

新日鉄化学工業㈱戸畑製造所の新
９５%ナフタリン工場の公害防止
協定の一部変更

新門司、皇后崎工場自家発電に
対し電気税課税

響灘廃棄物処分場における産業
廃棄物受入承認基準の改定

「第５回リサイクルバザール」
開催

第８回空きかん・空きびん回収
キャンペーン

第１３回「清潔なまちづくり週
間」

北九州地域公害防止計画（昭和５
７年度～昭和６１年度）の内閣総
理大臣承認

大気汚染防止法施行規則の一部改
正（窒素酸化物第５次規制）

新日鉄化学工業㈱戸畑製造所の新
無水フタル酸工場及び新アントラ
キノン工場の公害防止協定の一部
変更

電源開発㈱の若松流動床ボイ
ラー、超高温タービン実証発電所
の設置に伴う公害防止協定の締結

厚生省職員派遣研修
（松岡技術吏員）

小学校４年生の学習資料「せい
けつで美しいまちに」作成配布
（第９版）

厚生省職員派遣研修
（熊本事務吏員）

第２回「ごみゼロの日」キャン
ペーン実施



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

４ 10 11 ２ 西港（破砕）工場大屋根設置 ３ ７ 湖沼に係る窒素・燐の排水規制 ２

二島新道市民トイレ廃止

５ 11 ３ ９ ３

12 講習会（新規産廃処理業者） 工場関係契約電力見直し 10 花王㈱の公害防止協定を解除

木屋瀬市民トイレ建替

廃棄物処理手数料（し尿）改正 白川町市民トイレ建替

８ 草見埋立地閉鎖

中谷池埋立地閉鎖

９ ４ 新門司廃棄物処分場開設

10

５ 北九州市環境管理計画決定

４

６

７

８

10

８

作文集「まちを美しく」発行

11

１ ３ ３ ３ 戸畑駅北口市民トイレ廃止 12 ５ ３

４ ５ ４ ６

北九州市環境管理計画決定

講習会（新規産廃処理業者） ４

11 ４

７ ５ ７

５ 11 景観作業班１班増（八幡西） ７

12 11

９ ８

講習会（新規産廃処理業者）

10 11

12 仮称新日明工場建屋基本設計

３ ４ 10 公衆便所清掃班１班増班 ２ 日明工場煙突整備 ４ １ １

４ ５ 「ごみゼロの日」講演会

６ 森下市民トイレ新設 ４ ４

５ ３

８

９ 10

仮称新日明工場建屋実施設計 11

８

10

12

９ 仮称新日明工場建設工事着工

10 若松中央市場横市民トイレ撤去

国勢調査
    ３５８，３０３世帯
    １，０５６，４００人

作業調整
　一般ごみ減車　６台

「第２回まち美化キャンペー
ン」実施

「廃棄物処理・再資源化セミ
ナー」開催

テレトピア事業「産業廃棄物流
通合理化情報システム（活きご
みネットワーク）」開発のため
「活きごみ検討委員会」設置

西港工場粗大ごみ監視テレビ設
置

皇后崎工場誘引通風機改善
（１炉）

皇后崎工場塩化水素濃度計増設
（１基）

皇后崎工場ボイラ水管整備(３号
炉)

西港工場ドラムスクリーン取替
工事(１号)

「第９回リサイクルバザール」
開催

かん・びんモデル地区回収テス
ト終了

６０ ６０
厚生省職員派遣研修
（田代技術吏員）

幼児啓発絵本「みんなできれい
に」作成配布（初版）

第３回「ごみゼロの日」キャン
ペーン実施

西港（破砕）工場で柔物の一般
搬入受入れ開始

日明工場建替に係る機種選定委
員会発足

皇后崎工場誘引通風機改善
（１炉）

廃棄物海上輸送船（プッシャー
ボート）の新規建造を起工

職員海外派遣研修
（木村計画主査）

第１７回「清潔なまちづくり週
間」

皇后崎工場じん芥供給フィー
ダー設備(３基)

浄化槽法施行、廃棄物の処理、
清掃等に関する条例・同規則施
行

第１５回「清潔なまちづくり週
間」

６１ ６１
浄化槽保守点検業者の登録に関
する条例・同規則施行

「第７回リサイクルバザール」
開催

「第１回まち美化功労ボラン
ティア表彰」実施

１１大都市清掃事業協議会（局
長会）開催

第１６回「清潔なまちづくり週
間」

「第８回リサイクルバザール」
開催

「第１回まち美化キャンペー
ン」実施

北九州市産業廃棄物処理計画策
定（第２次）

北九州市産業廃棄物処理計画説
明会（事業者及び処理業者）

朽網「出あい坂」美化推進協議
会が発足

モノレール小倉線の騒音・振動
調査実施

北九州都市高速道路（若園～篠
崎）開通後の沿線地域の環境騒
音調査実施

「航空機騒音に係る環境基準の
地域の類型ごとに指定する地
域」（県第４６７号告示）によ
り、八幡西区、若松区を指定

公害対策審議会「北九州市環境
管理計画の策定等について」答
申

国道１０号線曽根バイパス開通
前の沿道地域の環境騒音調査実
施

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺民家の防音工事の推進」の
実施（昭和６１年度予算)

新門司廃棄物処分場排水処理施
設建設工事着工

響灘廃棄物処分場（第２区画）
建設工事着工 航空機騒音に係る環境基準適合

状況把握のため実態調査を開始

作業調整
　一般し尿減車　６台

北九州市窒素酸化物対策指導要綱
を制定

大気汚染防止法施行令一部改正
（小型ボイラーに係る規制）

花王㈱の製造設備の増設に伴い、
既設設備を含め公害防止協定を締
結

かん・びん再資源化調査報告書
発行

浄化槽保守点検業として２５業
者を登録

浄化槽法に基づく指定検査機関
として㈶北九州市環境整備協
会、福岡県知事の指定

浄化槽法施行１周年記念講演会
を浄化槽保守点検業者等を対象
に開催

厚生省職員派遣研修
（尾崎事務吏員）

小学校４年生の学習資料「せい
けつで美しいまちに」作成配布
（第１１版）

環境庁から地域環境教育システ
ム調査に関する業務を委託

第４回「ごみゼロの日」キャン
ペーン実施

技能労務職員第９回海外派遣研
修

職員海外派遣研修
（池尾浄化槽係長）

日明工場建替用地の都市計画決
定

都市計画法上の施設名を通称名
（工場名）に変更

響灘廃棄物処分場の揚陸クレー
ン本体を第１区画から第２区画
へ移設

６２ ６２
幼児啓発絵本「みんなできれい
に」作成配布(２版)

日明工場建替に係る環境アセス
メント報告書案作成

厚生省職員派遣研修
（矢野事務吏員）

第５回「ごみゼロの日」キャン
ペーン実施

技能労務職員第１０回海外派遣
研修

新門司工場オーバーホール時期
変更（８月→２月)

響灘廃棄物処分場(第２区画)建
設工事完了

新門司工場蒸気式空気予熱器整
備（２基)

北九州市環境管理計画運用方針
（環境利用にあたり配慮すべき
事項に係る運用方針）施行

幹線道路自動車騒音調査開始
(５０定点)

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺民家の防音工事の推進」の
実施（昭和６３年度予算)

環境庁職員派遣
（中本事務吏員）

「化学的酸素要求量に係る総量
削減基本方針（瀬戸内海）」を
策定　(国)

「化学的酸素要求量に係る総量
削減計画」(二次)策定
（福岡県）

産業廃棄物処理業許可期限付与
(62.10既存分許可期限付与)

不法投棄物除去・環境整備事業
（「ごみのないまち活き活き北
九州推進委員会」主催）に参加

「北九州市産業廃棄物の広域移
動に伴う処理の適正化に関する
要綱」施行

浄化槽講演会開催「環境保全の
ための水処理技術」

公害対策審議会「北九州市特定
呼吸器疾病患者健康被害補償要
綱第2条第2項に規定する指定地
域の解除及び解除後の対策につ
いて」答申

新門司廃棄物処分場排水処理施
設完成

松ヶ島中継所跡地を財政局管財
課へ移管

日明工場建替に係る機種選定委
員会解散

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺民家の防音工事の推進」の
実施（昭和６２年度予算)

新幹線鉄道スピードアップ（最
高２１０km/h→２２０km/h)に伴う
沿線地域の騒音・振動影響調査
実施

北九州都市高速道路（横代～若
園）開通前の環境騒音調査実施

㈱東芝北九州工場と公害防止協定
を締結

「燐及びその化合物に係る削減
指導方針」

（二次）策定（福岡県）洞海湾
浄化記念展示ホール設置

北九州市まち美化協力功労者感
謝状贈呈要綱の制定

技能労務職員第８回海外派遣研
修

講演会（産業廃棄物処理促進事
業）

新門司廃棄物処分場管理施設完
成

皇后崎工場灰搬送先を響灘廃棄
物処分場に変更

新幹線鉄道騒音に係る環境基準
の最終達成目標期限到来に伴う
状況調査実施

公害対策審議会「北九州市環境
管理計画の策定等について」答
申

騒音及び振動規制法に係る本市
の地域指定及び規制基準の設定
について告示



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

３ ２ ２ 浄化槽相談員を配置 １ 西港工場破砕機整備 ３ ２ ３

４ ３ 門司工場廃止

４ 上津役し尿中継所廃止

７ 移動トイレ５台購入 ４ ６

４ 10

５ 離島（藍島）のし尿収集開始 11

５ 「ごみゼロの日」講演会 浜町市民トイレ新設 ７

８ ６ 浜町二丁目市民トイレ撤去

若松小学校横市民トイレ撤去

９ ８ ６

７

10

10 恵比寿神社前市民トイレ撤去

11 西港工場破砕機整備

11 安全衛生委員会設置

Ｈ ４ ３ ２ 浄化槽相談員増員（１名） ３ 新門司工場発電量1億kwh達成 Ｈ ７ ７ ３ 洞海湾魚類調査の実施 １

４ ４

５ ４ 10 ７

皇后崎工場水管整備

９ ７

９ 12

10 ９

11 離島（馬島）のし尿収集開始 12 　〃

12 新門司工場飛灰別処理設備設置

11 一般廃棄物処理業の許可制実施

10

11 西港大橋の塗装

12 菅生ノ滝市民トイレ建替

３ ３ ２ 浄化槽相談員増員（１名) １ 河内三本松市民トイレ建替 ２ ２ ６ ３

４ 幸町市民トイレ建替

灰皿付公共ごみ容器設置 菅生ノ滝(下)市民トイレ撤去 ３ 北九州市環境保全基金条例制定

４ ５ ３ 粗大ごみ処理施設基本設計 ４ 環境局発足 10

４ 環境局発足 電気自動車（１台)購入

６ ７

５ 新門司工場火格子取替(１号炉) 11

５ ㈳全国都市清掃会議総会開催 ７ 河内宮前市民トイレ建替

６ 岩屋海岸市民トイレ新設

４ 皇后崎工場発電量２億kwh達成 ５ 大都市公害主管局長会議開催

皇后崎工場水管整備 ６

イベント用ごみ容器設置 ８

西港工場し尿投入槽補修

５ 12

７ ６ 東河内市民トイレ撤去

総合体育館横市民トイレ撤去

９ ７ 皇后崎工場破砕機整備

10

８ 粗大ごみ処理施設実施設計

10

粗大ごみ処理施設建設事業着工

委託業者転廃業対策実施
（３台)

「浄化槽法５周年」記念映画会
（柳川堀割物語）

水洗式移動市民トイレ購入
（５台)

作業調整
　一般ごみ増車　１台

作業調整
　一般し尿減車　５台

（仮称）新皇后崎工場機種選定
委員会発足

集団資源回収コンテスト実施
(7/1～11/30)

技能労務職員第１３回海外派遣
研修

第２０回「清潔なまちづくり週
間」

第２７回北九州市環境衛生大会
開催

第２回日韓環境シンポジウム開催
（北九州市）

環境庁職員派遣研修
（中山事務吏員）

国際連合地域開発センターへ職員
派遣
（原田事務吏員）

国連環境計画グローバル５００受
賞

都市の自然を考える北九州国際シ
ンポジウム開催

アジア・太平洋環境問題国際会議
の開催

「環境を守るごみゼロの日」
キャンペーン実施

「クリーン北九州」市民のつど
い開催

環境業務員採用試験
（合格３４名）

「第三次北九州市産業廃棄物処
理計画」策定

産業廃棄物流通合理化情報シス
テム（愛称：活きいきごみネッ
トワーク）運用開始

一般ごみ週２日完全収集（祝日
前取り）実施作業調整

「第三次北九州市産業廃棄物処
理計画」説明会開催

２ ２
幼児啓発絵本「みんなできれい
に」作成配布(２版)

環境局ＰＲビデオ「百万人の心
で美しいまちづくり」作成

厚生省職員派遣研修
（作花技術吏員）

「クリーン北九州」百万市民運
動スタート

新門司工場炉内レンガ取替
（１号炉)

元

厚生省職員派遣研修
（梶原事務吏員）

第７回「ごみゼロの日」キャン
ペーン実施

技能労務職員第１２回海外派遣
研修

アジア大都市廃棄物問題国際会
議開催
発表者　１２カ国　２５名

６３
幼児啓発絵本「みんなできれい
に」作成配布(２版)

環塡事業局PR映画「みんなでつ
くろう！きれいなまち」作成 新門司工場ボイラ水管整備

（１号炉）

活きごみネットワーク「基本構
想・基本計画」策定

委託業者転廃業対策実施
（４台）

粗大ごみ処理施設建設にともな
う環境アセスメント着手

新門司工場誘引通風機可変速化
工事（１号炉)

粗大ごみ処理施設機種選定委員
会報告書提出

粗大ごみ処理施設建設にともな
う環境影響評価書作成

作業調整
　一般ごみ増車　１台

作業調整
　一般し尿減車　１２台

作業調整
　一般ごみ増車　１台
　引越機動車増車　１台

タイムカプセル埋設（２００５
年開封)

皇后崎工場ボイラ水管整備
（２号炉）

皇后崎工場灰出し設備整備
（全炉）

公害健康被害補償法を一部改正
した公害健康被害の補償等に関
する法律施行不法投棄車、汚泥車、ちゅう芥

車、地域巡回車の名称を廃止
し、特別収集車と変更

厚生省職員派遣研修
（田中技術吏員）

第６回「ごみゼロの日」キャン
ペーン実施

皇后崎工場ボイラ水管整備
（１号炉）

北九州空港定期便再開に伴う現
況騒音調査を実施（１０地点)

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における民家防音工事の助
成等対象区域の拡大」の実施

国家要望「環境適正技術トレー
ニングセンターの北九州設置」

委託業者転廃業対策実施
（３台)

脇田海岸親水性機能検討調査の
実施

活きごみネットワーク「基本設
計」策定

講演会「有害物質をめぐる最近
の動向」開催

廃掃法政令改正に伴う説明会開
催

作業調整
　一般し尿減車　５台

第１９回「清潔なまちづくり週
間」

「クリーン北九州」市民サミッ
ト開催

新門司工場水噴霧装置（１号炉)
取付

６３

北九州市特定呼吸器疾病患者健
康被害補償要綱の一部改正施行

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における民家防音工事の助
成等対象区域の拡大」の実施

アジアごみ処理専門家セミナー
出席（北京市、進藤業務部長・
鈴木産廃課長）

シンボルマーク入り角型公共ご
み容器設置

技能労務職員第１１回海外派遣
研修

第１８回「清潔なまちづくり週
間」

市政２５周年記念行事
「きれいなまちづくり市民のつ
どい」
「産業廃棄物と生活環境を考え
る全国大会ー不法投棄防止北九
州会議ー」
「くらし・快適北九州フェア」
開催

景観作業班５班増班し計９班を
各区に配置

浄化槽講演会開催「浄化槽行政
における最近の動向について」「廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律」の政令の一部改正（有
害２品目追加）

元

環境庁職員派遣
（松岡技術吏員）

開発途上国の都市の環境対策に関
する国際シンポジウム開催

アジア大都市廃棄物問題国際会議
開催 公害対策審議会「北九州市におけ

る一般環境大気測定局の適正配置
について」（答申）

浄化槽講演会開催「浄化槽行政
における最近の動向について」

「浄化槽管理情報システム」稼
働開始

小型合併処理浄化槽設置整備事
業開始

粗大ごみ処理施設機種選定委員
会発足

三菱化成㈱黒崎工場の発電設備の
増設に伴う公害防止協定の締結

大気汚染防止法改正・施行（特定
粉じん発生施設の追加）

幹線道路自動車騒音調査終了
（５０定点)

北九州市自動車公害対策基本計
画及び中間計画策定

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における民家防音工事の助
成等対象区域の拡大」の実施

国家要望「環境適正技術トレー
ニングセンターの北九州市設
置」の実施

新日鐵化学㈱戸畑製造所の製造設
備の増設に伴う公害防止協定の締
結

水質汚濁防止法の一部改正（生
活排水対策、同年９月施行)

北九州公害防止計画（昭和６２年
度～昭和６６年度）の内閣総理大
臣承認

国際連合地域開発センターへ職員
派遣
（溝口技術吏員）

第１回日韓環境シンポジウム参加
（ソウル）

大気汚染防止法施行令の一部改正
（ガスタービン・ディーゼル機関
のばい煙発生施設対象）

星空の街・あおぞらの街サミット
開催

九州縦貫自動車道（小倉東～八
幡）開通前環境騒音調査実施

悪臭防止法施行令の一部改正に伴
う低級脂肪酸４物質の規制基準制
定

大気汚染防止施行令の一部改正
（ガス機関、ガソリン機関のばい
煙発生施設対象）

新門司工場水噴霧装置（２号炉)
取付

（仮称）新皇后崎工場環境アセ
スメント着手

皇后崎工場水噴霧装置(１,２号
炉)取付



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

１ ４ ４ １ ４ ６ １ ３

２ ８ 「地球にやさしい暮らし展」開催

３ ９ ７ ３

３

４ ５ ８ ５ ４
〜

５ ６

10 第３２回大気汚染学会の開催 ８ ７

８ 一般ごみの有価物混入調査実施

９ 大皿灰皿付ごみ容器設置 10 ８

６

日明工場竣工 ９

永犬丸埋立地閉鎖

７

九州工大前市民トイレ建替 11

９ ４

(新)日明工場稼働開始

10 「清潔なまちづくり強調月間」 皇后崎工場水管整備

弁財天市民トイレ撤去

５

７

８

９

10 三岳梅林入口市民トイレ撤去

日明工場送風量増加工事

１ ４ ４ ３ ４ ２ １

委託業者転廃業対策実施(２台)

３ ６ 市民トイレ清掃２班増班 ６ 「国連地方自治体表彰」受賞 10 ４

市民トイレ清掃日曜清掃開始 ７

10

新門司工場破砕機取替 ８

４ 廃棄物処理手数料改正 ７

12

11

６

若松区役所前市民トイレ建替

大門市民トイレ撤去

５ 西港（破砕）工場廃止

８

６ 脇田市民トイレ１号・３号撤去

９ （旧）日明工場解体完了

９

曽根し尿中継所廃止

10 11

作業調整
　一般ごみ増車　１台

作業調整
　一般し尿減車　１台

作業調整
  一般ごみ増車　１台
    〃　　減車　１台

作業調整
  一般し尿減車　２台

日明かんびん資源化センター着
工

「産業廃棄物再資源化コー
ナー」開設（日明工場内）

一般廃棄物処理情報管理システ
ム運用開始

（仮称）新皇后崎工場建設工事
着工

新門司工場ＣＯ計(１，２号炉)
設置

集団資源コンテストプレキャン
ペーン「空カンバックキャン
ペーン」実施

改正廃掃法施行に伴う説明会開
催

第２９回北九州市環境衛生大会
開催

第２８回北九州市環境衛生大会
開催

自動料金徴収システム稼働開始
(３工場)

（仮称）新皇后崎工場機種選定
委員会報告書提出

スペースワールド東田ゲート横
市民トイレ建替

（仮称）新皇后崎工場建設に係
る環境影響評価書作成

新門司工場蒸気タービン仕切板
取替

新門司工場安全弁(１，２号炉)
取替

新門司工場炉内レンガ(１号炉)
取替

皇后崎工場正門ペインティング
(職員提案)

環境業務員採用試験
（合格３３名)

３
第３回アジア大都市廃棄物国際
会議参加（インドネシア、バン
ドン）

環境局ＰＲビデオ「美しいま
ち、豊かな資源、百万人のリサ
イクル」作成

厚生省職員派遣研修
（上村事務吏員）

「環境を守るごみゼロの日」
キャンペーン実施

「クリーン北九州」百万市民運
動推進協議会第３回総会開催

委託業者転廃業対策実施
（３台)

新門司工場ボイラー水管（２号
炉)取替

４
「ごみとリサイクルを考える北
九州委員会」と市議会・環境教
育委員会の懇談会を開催

「ごみとリサイクルを考える北
九州委員会」中間提言、杉戸大
作委員長による中間提言記念講
演会を開催

施設課、試験検査係を主査制に
変更

厚生省職員派遣研修
（柴田事務吏員）

「ごみとリサイクルを考える北
九州委員会」委員田中勝先生に
よる講演会を開催

技能労務職員第１５回海外派遣
研修

国際連合地域開発センターへ職員
派遣
（櫃本技術吏員）

旭硝子㈱北九州工場のガラス製造
設備の設置に伴う公害防止協定の
締結

門司舗材工場㈱と硫黄酸化物に係
る公害防止協定の締結

日本金属㈱北九州事業所と硫黄酸
化物に係る公害防止協定の締結

生ごみコンポスト化容器設置助
成金制度の創設

「産業廃棄物再資源化コー
ナー」開設（新門司工場内）

新門司工場燃焼段火格子（２号
炉)取替

新門司工場ボイラ水管（２号炉)
取替

新門司工場高・低圧蒸コンＣバ
ンク取替

皇后崎工場水噴霧装置（３号炉)
設置

帆柱山８合目広場市民トイレ建
替

粗大ごみ処理施設（日明工場粗
大ごみ資源化センター）竣工「ごみとリサイクルを考える北

九州委員会」提言

環境庁職員派遣
（西岡技術吏員）

「ＫＩＴＡ環境協力センター」発
足

国際環境自治体会議(ＩＣＬＥＩ)
（本部：カナダ・トロント）に創
立
会員として加入

第２回集団資源回収コンテスト
実施(7/1～H4/2/29)

第８回全国都市緑化北九州フェ
アに「おもしろごみ箱ランド」
出展

４

白川町及び文司ヶ関市民トイレ
撤去

新門司工場炉内レンガ(２号炉)
取替

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における民家防音工事の助
成等対象区域の拡大」の実施

北九州空港定期便再開に伴うテ
スト飛行時の航空機騒音調査を
実施(１０地点)

北九州市西部の環境騒音調査実
施

産業開発と環境保全に関する国際
シンポジウム開催

北九州空港定期便再開後の航空
機騒音調査を実施(１０地点)

騒音規制法及び振動規制法に基
づく地域指定及び規制基準に係
る告示方法の変更

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における民家防音工事の助
成等対象区域の拡大」の実施

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における民家防音工事の助
成等対象区域の拡大」の実施

国家要望「国際環境協力セン
ターの北九州市設置」の実施技能労務職員第１４回海外派遣

研修

１２大都市清掃事業協議会（局
長会議）開催

環境保全企業者講習会（建物作
業における騒音振動について）
の実施

「北九州市廃棄物の処理、清掃
に関する条例」を一部改正

「科学的酸素要求量に係る総量
削減基本方針(瀬戸内海)」を策
定（国）

３
環境庁職員派遣
（齋村事務吏員）

「ごみとリサイクルを考える北
九州委員会」設置

新門司工場ごみクレーンバケッ
ト製作

新門司工場低圧蒸気コンデン
サー(Ａ,Ｂ,Ｃ)取替

新門司工場炉内レンガ（２号炉)
取替

「科学的酸素要求量に係る総量
削減計画」（三次）策定
（福岡県）

「燐及びその化合物に係る削減
指導方針」（三次）策定
（福岡県）

第２１回瀬戸内海環境保全知
事・市長会議開催

「紫川の生きもの（さかな）」
について調査実施

土壌汚染環境調査実施
（市内７０か所）

国家要望「国際環境協力セン
ターの北九州市設置」の実施

航空機騒音に係る環境基準の地
域類型あてはめの検討用として
北九州空港の航空機騒音調査を
実施

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における民家防音工事の助
成等対象区域の拡大」の実施

大和製罐㈱戸畑工場の製造設備の
増設に伴う公害防止協定の締結

「航空機騒音に係る環境基準の
地域の類型ごとに指定する地
域」（県第６７２号告示）によ
り、小倉南区を指定

「北九州市産業廃棄物処理施設
設置に係る紛争の予防及び調整
に関する要綱」策定
（９月施行)

「地球温暖化対策地域推進モデル
計画策定調査」（環境庁受託事
業）を実施

電源開発㈱若松総合事務所の発電
設備の設置に伴う公害防止協定の
締結

皇后崎工場灰クレーンバケット
製作



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

３ 「北九州まち美化懇話会」設置 ４ ごみ作業基準の改正 ４ し尿作業基準を改正 ２ 新門司工場無停電電源装置取替 ４ ３ ３ ３

４ 週休２日制の実施 一般ごみ収集の地区割変更 ３

計画課内に自然環境係設置 ４ 公害監視センターシステム更新

吉祥寺公園市民トイレ建替 ５ ８

平尾台市民トイレ建替 ７

河内小学校前市民トイレ建替

環境機動班新設稼働（９班） ７ ６

５ 市民トイレ清掃　１班増班 12 11

４ ９

一般ごみの祝日収集実施 ７

６ 西港（破砕）工場解体完了 10

７ オフィス町内会の組織化開始 ７ 12

10

７ かん・びん分別収集開始

11

「北九州まち美化懇話会」提言

12 こどもごみ会議開催

３ ４ ４ ２ 小倉北区役所横市民トイレ撤去 ４ ４ ２ １

３ 帆柱国民宿舎横市民トイレ建替

畑貯水池市民トイレ設置 ３ ４ 緑の教室終わる

４ ７

４ ５ 市民トイレ清掃(１班増班)

小倉北の一部を委託化 ５ 日明リサイクルプラザ開館

９ ７ 12

アクア研究センターを増設

12

４

10

６ ７

11

12

７

８

厚生省職員派遣研修
 （有田事務吏員）

作業調整
  一般し尿減車　３台

厚生省職員派遣研修
 （敷田事務吏員）

厚生省から「クリーンリサイク
ルタウン」受賞

「北九州市空き缶等の散乱の防
止に関する条例」（まち美化条
例）施行キャンペーン

技能労務職員第１７回海外派遣
研修

北九州市廃棄物不適正処理防止
地域連絡協議会設置

（仮称）新皇后崎工場工場棟建
築工事・工場棟空調工事・工場
棟電気工事・工場棟機械工事・
工場棟昇降機工事着工

ごみダイエットキャンペーン開
始

「北九州市空き缶等の散乱の防止に
関する条例施行規則」制定

粗大ごみ戸別収集有料化実施
（引越機動班は廃止）

市場・商店街ごみ収集の見直し
完了(週２回収集に統一)

集団資源回収団体奨励金制度の
創設

「レッツリサイクル北九州フェ
ア」開催

（３地区収集から２地区収集に
変更）

（特別収集車・景観作業班は廃
止）

「北九州市環境審議会条例」制定

マンチェスターで開催された「地球
フォーラム’９４」に市民代表が参加

「北九州市環境審議会条例施行規
則」制定

国際環境協力のため職員海外派遣
（衛藤係長）

インドネシア環境管理センターへ
技術協力のため職員海外派遣
（森下主査）

チリ国環境センターへ調査のため
職員海外派遣
（作花技術吏員）

新門司工場基幹改修（焼却炉、
集塵設備、破砕設備の整備）
平成８年度終了

日明かんびん資源化センター稼
働開始

小倉北・八幡東環境事務所管内
の直営部門を委託化 （仮称）新皇后崎工場スーパー

ごみ発電検討委員会設置

「北九州市廃棄物の減量及び適
正処理に関する規則」制定

委託業者転廃業対策実施
（２台)

市民トイレ清掃　小倉北の一部
と戸畑の全部を委託化

５

かん・びん分別収集等につい
て、各町内会を対象に出前トー
ク開始

「北九州まち美化懇話会」と市
議会・環境教育委員会の懇談会
を開催

「庁内ごみ資源化・減量化行動
計画」策定

かん・びん分別収集開始記念イ
ベント「ザ・リサイクル」開催

「北九州市廃棄物の減量及び適
正処理に関する条例」制定

技能労務職員第１６回海外派遣
研修

６
「北九州市空き缶等の散乱の防
止に関する条例」制定

５
組織変更により環境衛生研究所が
保健局から環境局所管となる

友好都市・大連市個別研修事業を
市独自に開始

アジア都市環境国際会議イン北九
州開催

「アメニティあふれるまちづくり
優良地方公共団体表彰」受賞

大連・北九州技術交流セミナーを
大連市で開催

環境国際協力のため職員海外派遣
(～平成５年１１月)
（門上環境衛生研究所主査）

瀬戸内海環境保全功労者環境庁長
官表彰
（堀悌二環境衛生研究所長）

環境庁職員派遣
（楢山事務吏員）

市場・商店街ごみ収集の見直し
開始

廃木材のチップ化によるリサイ
クル開始

かん・びん分別用公共ごみ容器
設置

６

作業調整
　一般し尿減車　５台

作業調整
　一般ごみ増車　１２台

若松・戸畑環境事務所管内の直
営部門を委託化

新門司工場高圧蒸コンＤバンク
取替

市民トイレ１８ヶ所に手摺り設
置

国際連合地域開発センターへ職員
派遣
（筧技術吏員）

環境衛生研究所を環境科学研究所
へ改称

特定水道利水障害の防止のため
の水道水源水域の水質保全に関
する特別措置法の公布（５月施
行)

水道原水水質保全事業の実施の
促進に関する法律の公布（５月
施行)

公共用水域等における農薬の水
質評価指針の策定

悪臭防止法の一部改正に伴う排出
水中における規制基準の公布

土壌環境基準の一部改正（健康
項目の追加・強化）

「環境の日・クリーン＆ネイ
チャーｉｎ平尾台」開催

新幹線鉄道（のぞみ運行）ス
ピードアップ（最高２３０km/h→
２７０km/h)に伴う沿線地域の騒
音・振動影響調査実施

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における民家防音工事の助
成等対象区域の拡大」の実施

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における民家防音工事の助
成等対象区域の拡大」の実施

国際環境自治体協議会アジア太平
洋事務局日本事務所へ職員派遣
（溝口主査）

環境基準に係る環境庁告示の一
部改正（新規項目の追加及び要
監視項目の設定）

環境基準に係る環境庁告示の一
部改正及び水質汚濁防止法施行
令の一部改正（窒素・燐の環境
基準及び排水基準設定）

水質汚濁防止法施行令の一部改
正（有害物質の追加）

排水基準を定める総理府令の一
部改正（有害物質についての規
制の拡充・強化）

環境保全企業者講習会(中小製造
業対象)の実施

環境庁委託事業「音環境モデル
都市事業」(２か年事業)受託

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における民家防音工事の助
成等対象区域の拡大」の実施

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における民家防音工事の助
成等対象区域の拡大」の実施

重金属等に係る土壌汚染調査・
対策指針及び有機塩素化合物等
に係る土壌・地下水汚染調査・
対策暫定指針策定

農薬による水質汚濁防止のため
の関係行政部局等の連携強化

㈱サニックスと硫黄酸化物に係る
公害防止協定の締結

トリクロロエチレン、テトラクロ
ロエチレンの大気環境指針（暫定
値）制定

悪臭防止法施行令の一部改正　プ
ロビオンアルデヒド等１０物質の
追加指定(H6.4.1施行)

白島石油備蓄基地㈱の石油備蓄設
備の新設に伴う公害防止協定の締
結

北九州松下電工㈱の製造設備の増
設に伴う公害防止協定の締結



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

７ ４ ２ ４ １ ７ ４ ３ ７

５ 人員：３７人 ２

機材：１０ｔ車　４台

　　　パト車　　１台 委託業者転廃業対策実施(１台) ３

日数：３０日間 ６ 10

12 門司環境事務所建替工事竣工

西港し尿圧送所竣工

皿倉山頂市民トイレ建替

奥田川市民トイレ建設 ７ 環境庁職員派遣(佐藤技術吏員)

三ヶ岳梅林入口市民トイレ建設 ９

清見公園市民トイレ建替

小山田古墳公園市民トイレ撤去 10

新門司廃棄物処分場埋立終了

４

６ 11

７ 響灘西地区廃棄物処分場着工

10

門司港レトロ市民トイレ設置

11

12

３ ４ ４ ３ 小倉北環境事務所建替工事竣工 １ ５ ４ １

８

２

６ ６

委託業者転廃業対策実施(１台) ３ 「アジェンダ２１北九州」策定 ３ 北九州市の環境騒音調査実施

４ ７ ７

４

脇田２号市民トイレ撤去

環境庁職員派遣(岩佐事務吏員) 11

10

５

６

８

９

10 大連環境視察団派遣

11 日中環境協力都市会議開催

12

厚生省職員派遣研修
 （冨武事務吏員)

作業調整
  一般し尿減車　６台

作業調整
  一般ごみ減車　２台

作業調整
  八幡南一般し尿減車　２台

福岡県フロン回収処理推進協議会
へ加入

日中友好環境保全センター(中
国・北京市)へ職員派遣(井上主
幹)

「アジェンダ２１北九州」推進
フォーラム開催

都市計画法の変更に伴う騒音規
制法及び振動規制法に基づく地
域指定及び規制基準に係る告示
の変更

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における民家防音工事の助
成等対象区域の拡大」の実施

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における民家防音工事の助
成等対象区域の拡大」の実施

化学的酸素要求量に係る総量削
減基本方針(瀬戸内海)」策定(環
境庁)

水質汚濁防止法の一部改正(地下
水水質の浄化措置命令)

「化学的酸素要求量に係る総量
削減計画(四次)策定　(福岡県)

「窒素及びその化合物並びに燐
及びその化合物に係る削減指導
方針」策定　(福岡県）

「北九州市公害防止条例」の一部
改正公布

国際連合地域開発センターへ職員
派遣(久保田技術吏員)

計画課自然環境係を地球環境係へ
名称変更し、環境国際協力係を新
設

日中友好環境保全センター開所式
出席(中国・北京市)

８

大都市環境保全主管局長会議開催

大連環境モデル地区計画開発調査
開始
(第一次現地調査(その1))

第１４回ＥＤＩ(世界銀行経済開
発研究所)／ＦＡＳＩＤ(㈶国際開
発高等教育機構)共同セミナー開
催

大気汚染防止法の改正
(有害大気汚染物質対策アスベス
ト飛散防止等)

「第６回環境広告フォーラム」開
催

「麗川セミナー」出席(韓国・麗
川市)

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における民家防音工事の助
成等対象区域の拡大」の実施

環境庁委託事業「音環境モデル
都市事業」(２か年事業)受託

リサイクルプラザ開館１周年記
念イベント

阪神・淡路大震災緊急支援活動
(ごみ搬送作業)

年末、夜間作業台数見直し
(３７台削減)

門司・小倉南環境事務所管内の
直営部門を委託化

㈶北九州国際技術協力協会(ＫＩＴ
Ａ)が第１回日韓国際環境賞を受賞

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における民家防音工事の助
成等対象区域の拡大」の実施

国際環境自治体協議会(ＩＣＬＥＩ)本
部(カナダ・トロント)へ職員派遣
(溝口主査)

東欧特設研修評価調査のため職員
海外派遣(薬師神主幹)

帰国研修員フォローアップのため
職員海外派遣(森下主査)

「環境の日・クリーンポート門司
港」開催

(旧門司環境事務所及び西海岸事
務所統合)

悪臭防止法施行令の一部改正に伴
うプロピオンアルデヒド等
１０物質の規制基準設定の告示

産業廃棄物指導課を廃棄物指導
課へ名称変更し、一般廃棄物と
産業廃棄物の処理業許可および
不法投棄防止等を一本化

「清潔なまちづくり週間」(10月
1日～7日)中の日曜日を”市民
いっせいまち美化の日”(第１
回)とし、市民総出で地域の公
園、道路等の清掃を実施

八幡西環境事務所管内の直営部
門を委託化に伴う減車　３台

「北九州ー大連環境交流セミ
ナー」開催(中国・大連市)

国際環境自治体協議会(ＩＣＬＥＩ)総
会理事会出席

中国環境分野第２次プロジェクト
形成調査参加

清見公園・若松区役所・吉祥寺
公園市民トイレ３ヶ所建設局へ
所管換え

(仮称)新皇后崎工場スーパーご
み発電機種選定委員会設置

(仮称)新皇后崎工場スーパーご
み発電設備工事着工

(仮称)第二かんびん資源化セン
ター　建設工事・空調工事・機
械工事・電気工事・プラント工
事着工

(仮称)第二かんびん資源化セン
ター電気計装工事着工

第１回日中環境フォーラム参加
(中国・北京市)

大連環境モデル地区計画事前調査
参加

「’９６大連国際シンポジウム」出席
(中国・大連市)

(仮称)第二かんびん資源化セン
ター特殊基礎工事竣工

８

「環境国際協力」が、日本計画行政
学会計画賞で最優秀賞を受賞

(仮称)新皇后崎工場管理棟他建
築工事
計量棟他建築工事・管理棟他電
気工事・管理棟他空調工事・管
理棟他機械工事・管理棟他エル
ピーガス工事着工

(仮称)新皇后崎工場第１発電所
設置工事計画認可

「北九州市廃棄物の減量及び適
正処理に関する条例」・「北九
州市空き缶等の散乱の防止に関
する条例」・「北九州市浄化槽
保守点検業者の登録に関する条
例」を一部改正

(仮称)新皇后崎工場スーパーご
み発電導入決定

(仮称)新皇后崎工場工場棟特殊
基礎工事竣工

皇后崎し尿投入所強臭系脱臭装
置取替

政府環境協力ミッション参加(垣
迫主幹)



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

11 ペットボトル分別収集開始 ４ 若松環境事務所新築移転 ５ 日韓環境ビジネス交流会開催 ４

７

８ 北九州市環境産業推進会議設置

12 アジア環境協力都市会議開催

12

３ ７ 一般ごみ収集の指定袋制度開始 ７ 新皇后崎工場稼働開始 ６ ７ ８

畑貯水池駐車場市民トイレ設置

６ 北九州市環境影響評価条例施行 10

７

10 響灘西地区廃棄物処分場開設

11

１１ ４ 総務部に環境産業政策室を新設 ７ ９ １１ ３ ４ ４

12 10 ７ 土壌ダイオキシン類調査開始

12

２ ４ ３ １２ １ １ ４ ４

４ 総務部資源化推進課を廃止 ７ 新門司工場灰固化施設設置 ４ 10

10

10 ３

11 ６

８

10 ９

12

北九州市環境国際協力推進計画策
定

環境保全部大気課と水質騒音課
を統合し環境対策課を新設

紙パック、白トレー分別回収開
始

一般ごみ指定袋に大袋の平型を
追加

馬島、藍島焼却炉廃止に伴い一
般ごみの海上輸送開始

生ごみ処理機設置助成金交付制
度開始

国際環境自治体協議会（ＩＣＬＥＩ）世
界大会へ市長出席
（ドイツ・デッサウ)

１０北九州エコタウンプラン実施計
画策定(～17年度)

北九州市役所の環境保全に向けた
率先実行計画策定(～14年度)

１２

ＩＳＯ１４００１認証取得
（本庁舎について)

９ ９
本城かんびん資源化センター、
本城リサイクルプラザ開設

通産省が北九州市を「エコタウン
事業」承認地域に決定

１０

「アジア・太平洋環境大臣会議ｉ
ｎ北九州」開催
（４３か国・地域、３３機関　２９１
人)

国連アジア太平洋経済社会委員会
（ＥＳＣＡＰ）の第４回環境と開発に
関する閣僚会議において「クリー
ンな環境のための北九州イニシア
ティブ」承認

水質(底質を含む)のダイオキシ
ン類の調査開始

自動車騒音の要請限度をあては
める指定区域の告示

幹線道路の自動車騒音調査開始
（９５地点）

ＯＡ機器リサイクル工場操業開
始(㈱リサイクルテック)

第１７回国勢調査実施
全国総人口：1億2,692万5,843人
北九州市人口：101万1,471人

国からＰＣＢ処理施設の立地要
請

八幡南環境事務所を八幡西環境
事務所に統合し、皇后崎環境セ
ンターに名称変更

自動車リサイクル工場操業開始
(西日本オートリサイクル㈱)

業務部３工場と７環境事務所を
新門司環境センター(新門司工
場)、日明環境センター(日明工
場)、皇后崎環境センター(若松
事務所、八幡東事務所、皇后崎
工場)に再編

工場・事業場及びその跡地の土
壌汚染対策指導要領改正

「北九州市における外因性内分
泌撹乱化学物質の野生動物に与
える影響に関する検討委員会（環
境ホルモン北九州委員会)」発足

大気汚染防止法一部改正法(有害
大気汚染物質対策)施行

光化学スモッグ注意報発令（監視
測定開始以来初)
(１３日)

大気汚染防止法施行令の一部改正
施行令(ダイオキシン類を有害大
気汚染物質として指定)施行

環境大気中ダイオキシン類調査開
始

小型焼却炉に係るダイオキシン類
排出抑制指導要綱施行

畑親水公園駐車場市民トイレ設
置

「まち美化ボランティア袋」配
布開始

八幡西環境事務所の事務所棟、
整備庫洗車場棟、車庫棟竣工

家電リサイクル工場操業開始
(西日本家電リサイクル㈱)

環境保全部に環境国際協力室を
新設

紫川太陽発電システムが「２１世
紀型新エネルギー機器等表彰」の
「新エネルギー財団会長賞」受賞

「ごみダイエットフェアｉｎ北九
州」開催
(皇后崎工場)

インドネシア・スマラン市と環境
パートナー都市締結

環境庁長官が、財団法人北九州国
際技術協力協会(KITA)に長年の環
境国際協力に対して感謝状を授与

資源化物（かん、びん、ペット
ボトル）の祝日収集開始

ダイオキシン類分析業務開始(環
境科学研究所)

ペットボトルリサイクル工場操
業開始(西日本ペットボトルリサ
イクル㈱)
＝北九州エコタウン事業第１号
立地工場

一般ごみ収集指定袋に特小袋を
追加

ダイオキシン類対策特別措置法公
布

台風１８号の影響で新門司工場
地下焼却プラント機器水没、焼
却機能停止

紫川太陽光発電設備設置工事竣工

一般ごみ収集指定袋を手提げ型
へ切替え

財団法人地球環境戦略研究機関
（ＩＧＥＳ）北九州事務所開設

地球温暖化対策実践モデル事業実
施(若松区)

特定施設設置者からのダイオキシ
ン類自主測定結果の報告徴収(～
平成13年3月)

ダイオキシン類対策特別措置法施
行



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

２ 12 ４ １ 北九州市環境基本条例施行 12

６ 市立エコタウンセンター開設

７ ８
〜

11

10 10

11

12

11

２ 食用油リサイクル工場操業開始 １ ３ ４ 市立環境ミュージアム開館 ７ ８

４ 環境科学研究所総務課を廃止 ８

６ 10

７ 11 市立エコライフプラザ開設

７ 古紙リサイクル工場操業開始 11

ジャパンエキスポ北九州博覧祭
２００１開催(7/4～11/4)

国にＰＣＢ処理施設受入れ条件
を提示、同日国が条件を了承
し、ＰＣＢ処理施設の立地が決
定(若松区響灘地区)

第１１回地球温暖化アジア太平洋地
域セミナー・シンポジウム開催(１
８か国１３機関)

馬島、藍島粗大ごみ収集開始
(２か月に１回)

資源化物の「びん、かん」と
「ペットボトル、かん」の組み
合わせによる分別収集開始

日明工場のダイオキシン対策工
事完了

ごみ出しマニュアル全面改訂版
を市内全戸に配布

家庭用蛍光管及び色付きトレー
の分別回収開始

１３
「化学的酸素要求量、窒素含有
量及びりん含有量に係る総量削
減基本方針(瀬戸内海)」策定
(環境省)

１４
「化学的酸素要求量、窒素含有
量及びりん含有量に係る総量削
減計画(第５次)」策定
(福岡県)

市内７か所に不法投棄防止カメ
ラを設置北九州エコタウン事業第２期計画

策定(～２２年度)

「北九州エコステージ２００２
緑に暮らす」開催

皇后崎環境センター八幡東事務
所を廃止

洗浄液・有機溶剤、プラスチッ
ク油化リサイクル工場操業開始
(九州リファイン㈱)

おから・食品残さリサイクル工
場操業開始

発泡スチロールリサイクル工場
操業開始

建設混合廃棄物リサイクル工場
操業開始

１３

１４

北九州市地球温暖化防止実行計画
策定(～平成17年度)

蛍光管リサイクル工場操業開始
(㈱ジェイ・リライツ)

協同組合による自動車リサイク
ルゾーン操業開始

「北九州市環境物品等の調達の推
進に関する基本方針(北九州市グ
リーン購入基本方針)」施行

第１回クリーンな環境のための北
九州イニシアティブネットワーク
会議開催

北九州市一般廃棄物処理基本計
画策定

粗大ごみ収集のインターネット
による受付開始



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

３ ４ ３ ３ ９ ２ 土壌汚染対策法の施行 ３

道路狭あい地域収集開始 ８ 北九州市環境首都創造会議発足 ７

７ 粗大ごみ持ち出しサービス開始 ４

８

４

10

５

７

10 11 第１回北九州市環境賞授賞式

受賞者

　　　環境賞：モーリス・ストロ

　　　　　　　ング氏

　　　奨励賞：地球温暖化を考え

　　　　　　　る北九州市民の会

　　　　　　　シャボン玉石けん

　　　　　　　株式会社

　　　　　　　A SEED JAPAN

12

２ ４ ２ ４ 環境省職員派遣研修（永石職員) ５ ３

５

３ 10 岩屋バス停前市民トイレ建替 ４

３

環境大型絵本作成 ８ ７

６ 自転車リユース事業開始 ４

７

10

12

12 10

第２回北九州市環境賞授賞式

受賞者

環境賞：豊田章一郎氏

奨励賞：楽しい株式会社

11

１５
有害大気汚染物質(アクリロニト
リル等４物質）による健康リスク
の低減を図るための指針値を設定
(環境賞環境管理局長通知)

風力発電事業（㈱エヌエスウイ
ンドパワーひびき）操業開始

㈱北九州空き缶リサイクルス
テーション操業開始

作業調整
  一般ごみ増車　(小機１台)

プリンタトナーカートリッジリ
ユース事業(㈱ベストン北九州)
操業開始

北九州ＰＣＢ廃棄物処理施設の
設置許可

飲料容器リサイクル事業(コカ・
コーラウエストジャパン㈱)操業
開始

環境教育副読本小学校教師用指
導書作成

新日本製鐵㈱北九州環境技術セ
ンター開所

「まち美化でギネスに挑戦」
（１０月３日第３回)で世界記録
(申請中)を達成

北九州ＰＣＢ処理事業(日本環境
安全事業㈱）操業開始

事業所のごみの市収集を原則廃
止

廃木材・廃プラスチックリサイ
クル事業(㈱エコウッド)操業開
始

「北九州市ごみ処理のあり方検
討委員会」提言

北九州市エコタウンセンター別
館開館

「まち美化でギネスに挑戦」
(１０月５日第２回)を実施

「第３回環境首都創造フォーラ
ム」開催

「東アジア経済交流推進機構・環
境部会」の設立

「環境首都グランド・デザイン」
策定及び発表

委託化の推進に伴う減車(中機７
台)

１５
環境教育副読本シリーズ化第三
弾作成

ＩＳＯ１４００１認証の更新(本
庁舎)

「第２回環境首都創造フォーラ
ム」開催

環境省職員派遣
(今泉技術吏員、横川事務吏員)

「環境教育学習ディスカッション
ｉｎ北九州」開催

「日本環境共生学会第６回学術大
会」開催

第１８回世界宇宙飛行士会議コ
ミュニティデーの一環として「北
九州竹取物語」開催

「第１回環境首都創造フォーラ
ム」開催

「北九州エコステージ２００３」開
催

「第１回アジアユース環境フォー
ラム」開催

「持続可能な開発のための世界
パートナーシップ会議」開催

中学生用「未来につなごう　ゆ
たかな地球」

日中友好環境保全センター(中
国、北京市)へ職員派遣(貴戸主
幹)

皇后崎工場自家発電量１０億Kwh
達成
(8月29日午前8時02分)

金田公園市民トイレ建設局へ所
管換え

浄化槽補助金特例措置の開始
(平成21年3月31日迄)

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における住宅防音工事助成
の指定区域等の拡大」「航空機
騒音に係る環境基準の見直し」
の実施

防衛施設周辺の生活環境の整備
等に関する法律に基づく第一種
区域の追加指定(八幡西区大字浅
川の一部及び日吉台三丁目の一
部)

湯川小学校に太陽光発電設備設
置(３kw)

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における住宅防音工事助成
の指定区域等の拡大」「航空機
騒音に係る環境基準の見直し」
の実施

「北九州エコステージ２００４」開
催

「第４回日本・スウェーデン地球
環境問題国際ワークショップ」開
催

旧八幡南環境事務所跡地を財政
局、経済文化局、八幡西区へ所
管換え

「第３回北九州イニシアティブ・
ネットワーク会議」開催
場所：北九州市

旧皇后崎環境センター八幡東事
務所解体完了

旧皇后崎環境センター八幡東事
務所跡地を財政局へ所管換え

１６
北九州市エコタウンセンター廃
棄物研究施設開設

岩屋入口バス停前市民トイレ撤
去１６

「大気汚染防止法の一部を改正す
る法律」の公布

(揮発性有機化合物(ＶＯＣ)の排
出抑制)

一枝小学校に太陽光発電設備設
置(３kw)

ごみ処理手数料を１００ｋｇ
７００円から１０ｋｇ１００円
へ改定

事業所からの木材・古紙の受入
制限開始

事業所からのかん・びん・ペッ
トボトルの受入廃止



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

４ ４ ３ 香月電停横市民トイレ建替 ３ ７

４

７ ４ 環境省職員派遣研修(堀口職員)

10

10

６

７

「北九州市環境自慢」取組開始

９

10

受賞者

環境賞：谷伍平氏

及び橋本道夫氏

奨励賞：NPOアサザ基金

(茨城県)

中神司(人吉・球磨

自然保護協会会長)

(熊本県)

北九州高校魚部

(北九州市）

環境テクノス㈱が上海市に進出

11

12

場所：インドネシア・ジャカルタ市

１ ４ ３ 古前東公園市民トイレ建替 ２ ３ 11 ６

４

３

11

７

７ 家庭ごみ収集制度の見直し

ISO14001認証の更新(本庁舎)

小物金属の拠点回収開始 ４ 環境省職員派遣研修(鈴木職員)

５

６

７ 日中環境協力の回顧と展望ｾﾐﾅｰ

家電４品目の収集を廃止

12

９ 北九州市環境配慮指針策定

10

「エコスタイルタウン２００６」開催

11 第４回北九州市環境賞授賞式

受賞者

大賞：ｸﾞﾛ･ﾊﾙﾚﾑ･ｸﾞﾙﾝﾄﾗﾝﾄ氏

特別功労賞：花嶋正孝氏

奨励賞：NPO環境みらい塾

(福岡市)

㈶ﾀｶﾐﾔ･ﾏﾘﾊﾞｰ環境

保護財団(北九州市)

㈶トトロのふるさと財

団(埼玉県)

12

生ｺﾞﾐ減量化ｾﾐﾅｰinスラバヤ出席

場所：インドネシア・スラバヤ市

非鉄金属総合リサイクル事業(日
本磁力選鉱㈱)操業開始

交際連合大学から、持続可能な開
発のための教育(ＥＳＤ)の地域拠
点(ＲＣＥ)に認定

「世界銀行ＧＤＬＮ・ＴＶ会議」
開催

「北九州市地球温暖化対策地域推
進計画」の策定

古前東公園市民トイレ建設局へ
所管換え

「北九州市民・環境フォーラム」
開催

環境教育副読本小学校高学年用別
冊公害克服編「青い空を見上げ
て」作成

２００６中国国際環境保護博覧会
出展

「ＩＣＬＥＩ世界大会２００６」出席
場所：南ｱﾌﾘｶ共和国ｹｰﾌﾟﾀｳﾝ市

「循環型経済社会形成の理論と実
践」国際シンポジウム出席
場所：中国・上海市

第２回東アジア経済交流推進機構
環境部会開催
場所：中国・大連市

日中友好環境保全センター設立
１０周年記念式典出席
場所：中国・北京市全市共通ノーレジ袋ポイント事業

「カンパスシール」始まる

大気汚染防止法施行令の一部改正
施行(特定粉じん排出等作業の規
制対象の拡大)

１７
委託化の推進に伴う減車
(中機３台、小機３台) 新門司老人福祉センター敷地を

保健福祉局へ所管換え

「太平洋経済委員会香港国際総
会」出席
場所：中国香港特別市

「かん・びん」「ペットボト
ル」を毎週収集に変更

家庭ごみの処理手数料（有料指
定袋の料金)の改定

かん・びん、ペットボトル、プ
ラスチック製容器包装の有料指
定袋制度導入

かん・びん、ペットボトル、プ
ラスチック製容器包装の２名乗
車を実施

「北九州エコライフステージ２００
５」開催

「中国の環境と開発に関する国際
協力委員会(CCICED)年次総会出席
場所：中国北京市

九州工業大学エコタウン実証研
究センター開設 旧西港圧送所跡地を建設局へ所

管換え

１８ １８
ＯＡ機器のリユース事業(㈱アン
カーネットワークサービス)操業
開始

風力発電所(㈱テトラエナジーひ
びき)操業開始

古紙リサイクル事業・製鉄用
フォーミング抑制剤製造事業(九
州製紙㈱)本格稼働開始

委託化の推進・作業調整に伴う
減車(中機８台、小機１１台)

「環境国際産学連携セミナー」開
催　場所：ＦＡＩＳ

環境幼児用絵本の点字本と音声Ｃ
Ｄ作成

「小倉・黒崎・洞海湾臨海地域」
が「地球温暖化対策・ヒートアイ
ランド対策モデル地域」指定

１７
複合中核施設(北九州エコエナ
ジー㈱)操業開始

粗大ごみの土曜日・祝日の受付
開始、受付時間を１７時まで延
長

プラスチック製容器包装分別収
集開始

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における住宅防音工事助成
の指定区域の拡大」「航空機騒
音に係る環境基準の見直し」の
実施

中国・蘇州、無錫環境ビジネス
ミッション
場所：中国蘇州市、無錫市

「化学的酸素要求量、窒素含有
量及びりん含有量についての総
量削減基本方針(瀬戸内海)」策
定(環境省)

北九州空港の開港に伴う騒音規
制法及び振動規制法に基づく地
域指定及び規制基準に係る告示
の変更

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における住宅防音工事助成
の指定区域の拡大」「航空機騒
音に係る環境基準の見直し」の
実施

「北九州市環境人財育成総合計
画」の策定

北九州市自然環境保全基本計画の
策定

第３回北九州市環境賞授賞式及び
こども環境首都フォーラム

㈱新日化環境エンジニアリングが
大連市に進出



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

４ ２ ２ 甲宗八幡神社横市民トイレ撤去 １ ４ ６ ７

３

７ 北九州市３Ｒ活動推進表彰創設 ３ ５

10 第２回３Ｒ推進全国大会開催 ４ ４ (新)新門司工場稼働開始 ９ 第６次水質総量規制制度の開始

７ 12

４ 環境省職員派遣研修(村上職員)

６

９ 菜の花プロジェクト開始

10

「エコスタイルタウン２００７」開催

１ ４ ３ 竪町市民トイレ撤去 ２ ５ ７

10 森下電停横市民トイレ撤去

３ ７ 受賞者

大賞：ムハマド・ユヌス氏

４ 奨励賞：NPO帆柱自然公園

愛護会(北九州市)

鴨川を美しくする

会(京都府)

㈶天神崎の自然を

大切にする会(和歌

山県)

NPO日本ﾋﾏﾗﾔﾝ･ｱﾄﾞﾍﾞ

ﾝﾁｬｰ･ﾄﾗｽﾄ(東京都)

委員長特別賞：㈶北九州国

際技術協力協会

(北九州市)

３

４ 環境省職員派遣(作花課長)

５

７

８

９

10

「エコスタイルタウン２００８」開催

11

受賞者

大賞：大連市(中国)

奨励賞：NPOﾀｳﾝﾓｰﾋﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ

(北九州市)、

おりお堀川を愛す

る会(北九州市)、

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸIDC㈱(東京

都)、NPO菜の花ﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸﾄﾈｯﾄﾜｰｸ(滋賀

　　　　　　　県)

12

第７回日本の環境首都コンテスト
で、総合１位を獲得(２年連続)

開発事業における環境配慮点検制
度の実施

中国・天津市と「日中循環型都市
間協力事業」実施の覚書に調印
場所：東京都首相官邸

環境首都１００万本植樹プロジェ
クト「まちの森」実施(環境モデ
ル都市第１号プロジェクト)

自動販売機リサイクル事業(コ
カ・コーラウエストホールディ
ングス㈱)操業開始

航空機騒音に係る環境基準の一
部改正(平成25年4月1日から適
用)

第６回北九州市環境賞授賞式及び
スウェーデン－北九州環境セミナー
２００８

環境モデル都市国際セミナー２００
８開催(主催：内閣官房)

「低炭素都市推進協議会」発足、
初代会長に北橋北九州市長が就任

国から「環境モデル都市」に選定

「北九州市環境モデル都市庁内推
進本部」を設置

２０ ２０
作業調整に伴う減車
(中機２台、小機１台)

ごみ処理手数料(がれき類等)及
び埋立処理費用の改定

第５回北九州市環境賞授賞式及び
環境首都フォーラム

「北九州市環境首都検定」
第１回実施

第３回東アジア経済交流推進機構
環境部会開催
 場所：韓国蔚山広域市

「第４回北九州イニシアティブ
ネットワーク会議」開催
 場所：北九州市

第４回ＡＣＤ環境教育推進対話
 場所：北九州市

ロシア　チェリャビンスク「国際
フォーラム＆フェア」出席
場所：ロシア・チェリャビンスク

１９
溶融飛灰資源化事業(光和精鉱
㈱)操業開始

１９
「化学的酸素要求量、窒素含有
量及びりん含有量に係る総量削
減計画(第６次)」策定(福岡県)

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における住宅防音工事助成
の指定区域等の拡大」「航空機
騒音に係る環境基準の見直し」
の実施

こどもエコクラブ全国フェス
ティバルｉｎ北九州開催

光化学スモッグ注意報発令
(２６日)

光化学スモッグ注意報発令
(８,９,２７日)

非鉄金属総合リサイクル事業(二
期)(日本磁力選鉱㈱)操業開始

「北九州市環境基本計画」の策定

光化学スモッグ注意報発令
(２２日)

「北九州市環境モデル都市地域推
進会議」発足、第１回総会開催

中国・青島市と「日中循環型都市
間協力事業」実施の覚書に調印
場所：北京市

家庭ごみ指定袋に特小袋、プラ
スチック製容器包装指定袋に大
袋を追加

委託化の推進・作業調整に伴う
減車(中機１０台、小機５台)

ガスボンベ、タイヤ、バッテ
リーの収集の廃止

皇后崎環境センター若松事務所
閉鎖

北九州市プラスチック資源化セ
ンター稼働開始

清滝公園横市民トイレ移設建
替、建設局へ所管換

日中エコタウン建設ワークショッ
プ　場所：中国青島市

第６回日本の環境首都コンテスト
で、総合１位を獲得

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における住宅防音工事助成
の指定区域等の拡大」「航空機
騒音に係る環境基準の見直し」
の実施



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

７ ４ ８ 鎮西橋公園市民トイレ撤去 ３ ５ ７

９

９

４

水素燃料電池自動車を導入

６

７

９

10

電気自動車(アイミーブ)導入

11

12

11 汚泥・金属等リサイクル事業 ３ ２ 響灘廃棄物処分場埋立終了 ２ ４ ８

廃プラスチックリサイクル事業

３

ＰＣＢ汚染土壌浄化事業

勝山橋太陽光発電ルーフ完成

４ 環境省職員派遣研修(敷田課長)

食品廃棄物リサイクル事業

４ 北九州エコハウス　オープン

６ アジア低酸素化センター開設

７

10

11 環境ミュージアム１００万人達成

12

「北九州市環境モデル都市行動計
画(北九州グリーンフロンティア
プラン)の策定

新門司工場溶融スラグＪＩＳ認
証取得

ＩＳＯ１４００１認証の更新
(本庁舎)

１３環境モデル都市が連名で国に
提案書を提出

習近平・中国国家副主席が本市を
視察

(㈱イマナガ)北九州エコタウン
事業認定

(㈱ジオスチーム)北九州エコタ
ウン事業認定

（楽しい㈱)北九州エコタウン事
業認定

「第５回北九州イニシアティブ
ネットワーク会議」開催
場所：北九州市

(アミタ㈱)北九州エコタウン事
業認定

魚町エコルーフ(太陽光発電ルー
フ)完成

内閣官房職員派遣研修(末松係
長）

小学校用環境教育ワークブック
「みどりのノート」全児童に配布

北九州市低炭素社会総合学習シス
テム検討会発足(～１２月)

改正土壌汚染対策法の施行(一定
の規模以上の土地の形質の変更
に係る届出義務の新設等)

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における住宅防音工事助成
の指定区域等の拡大」「航空機
騒音に係る環境基準の見直し」
の実施

ごみ収集車にハイブリッド車を
導入

「エコスタイルタウン２０１０」開
催

北九州市生物多様性戦略(北九州
市自然環境保全基本計画改訂版)
策定

２２ ２２

北九州スマートコミュニティ創造
事業が国の次世代エネルギー・社
会システム実証地域に選定

「北九州市環境首都検定」
第２回実施

北九州次世代エネルギーパーク
オープン

北九州水素ステーション　オープ
ン

「エコスタイルタウン２００９」開
催

第１回環境モデル都市九州・沖縄
３都市連合設立会議開催

北九州市環境モデル都市地域推進
会議・第２回総会開催

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における住宅防音工事助成
の指定区域等の拡大」「航空機
騒音に係る環境基準の見直し」
の実施

環境省が電気自動車等に係る実証
実験を北九州市で開始

２１
光化学スモッグ注意報発令
(９日)

「北九州市環境産業推進会議」設
立

２１
北九州ＰＣＢ処理事業(二期)操
業開始(日本環境安全事業㈱)

作業調整に伴う減車
(プラ小機１台) (建設局で公園整備に伴い、トイ

レ再建設) 「微小粒子状物質による大気の汚
染に係る環境基準について」の告
示

クールアースデー記念イベント
「七夕ライトダウンin北九州」を
環境省と共催

「北九州市環境首都検定」
第３回実施



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

７ １ 北九州水素タウン運用開始 ４ ４ ８

３

８ ６

４ 改正環境影響評価法の公布

６

10

12

６ 10 10 皇后崎工場基幹改修着工 ２ ２ ３

３

６

６

10 「北九州　地球の道」開設

11

12

10 ４ 皇后崎工場基幹改修(３号炉) ３ ３

５

４

８

10 「北九州エコマンス」の実施

11

12

改正大気汚染防止法の施行(ばい
煙量等測定結果の虚偽の記録等に
対する罰則の新設等)

「第６回アジア太平洋ＲＣＥ地域
会議」及び「持続可能なライフス
タイルに関する国際シンポジウ
ム」開催

［ＯＥＣＤグリーンシティ・プロ
グラム北九州レポート発表記念会
議」開催

「第３回『環境未来都市』構想推
進国際フォーラム」開催

「北九州響灘ビオトープ」オープ
ン

インドネシア・スラバヤ市との環
境姉妹都市の締結

国家要望「航空自衛隊芦屋基地
周辺における住宅防音工事助成
の指定区域等の拡大」「航空機
騒音に係る環境基準の見直し」
の実施

大気汚染防止法施行規則の改正省
令の施行(ＶＯＣ排出施設におけ
る測定義務の変更)

微小粒子状物質(PM2.5)注意喚起
時の周知等実施要領策定

２４
［ＯＥＣＤグリーンシティシンポ
ジウム」開催

北九州市環境ミュージアム改修完
了

「国連持続可能な開発会議(リオ
＋２０)」出席

「化学的酸素要求量、窒素含有
量及びりん含有量に係る総量削
減計画(第７次)策定　(福岡県)

改正水質汚濁防止法の施行(地下
水汚染の未然防止に係る規制の
追加等)

「北九州市環境首都検定」
第５回実施

ペットボトル用の指定袋に大袋
を追加

２３ ２３
「北九州市廃棄物の減量及び適
正処理に関する条例」を一部改
正

「北九州市循環型社会形成推進
基本計画」策定

東日本大震災に伴い、仮設式トイ
レ１５個・携帯用トイレ８，０００セッ
ト等を被災地に提供

内閣官房職員派遣研修
(丸内係長)

ＯＥＣＤよりグリーン成長都市に
選定

「エコライフステージ２０１１」開
催

２４
「北九州市廃棄物の減量及び適
正処理に関する条例」を一部改
正

ＯＥＣＤストックホルム国際会議
「都市とグリーン成長　都市革
新」出席

北九州市地域エネルギー推進会議
開催(２６年３月までに計３回開
催)

「エコライフステージ２０１３」開
催

「北九州市環境首都検定」
第４回実施

「騒音に係る環境基準の類型を
当てはめる地域の指定」告示
(平成24年4月1日施行)

２５ ２５

「都市づくりの将来に関する国際
会議」開催

「第２５回星空の街・あおぞらの
街全国大会」開催

ＯＥＣＤより「北九州のグリーン
成長」発表

「化学的酸素要求量、窒素含有
量及びりん含有量に係る総量削
減基本方針(瀬戸内海)」策定(環
境省)

「エコライフステージ２０１２」開
催

改正水質汚濁防止法の施行(排水
測定結果の虚偽の記録等に対す
る罰則の新設等)

「第１５回日中韓三ヵ国環境大臣
会合(ＴＥＭＭ１５)」が本市で開
催

北九州ＰＣＢ廃棄物処理事業の
処理の拡大と処理期限の延長に
関する国の検討要請

日明積出基地で受入れた廃棄物
を響灘西地区廃棄物処分場へ輸
送する方法を海上から陸上輸送
に切替

「北九州市環境影響評価条例」を
一部改正

「北九州市環境首都検定」
第６回実施



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

４ ３ 新門司工場解体完了 ３ ６

４ 皇后崎工場基幹改修（２号炉)

７ 黒崎駅前市民トイレ建替

６

10

12

３ ４ ２ ３ 12

４ 皇后崎工場基幹改修（１号炉) 10

12

４ ４ 皇后崎工場基幹改修(共通系） ３ ５ ９

９ 三六電停横市民トイレ撤去

８

４

５

６

７

８

10

12

第１回大気汚染に関する日中韓
三ヵ国政策対話(中国・北京市)出
席

公用車として３台目となる燃料電
池自動車「CLARITY」を導入

２６ ２６
北九州ＰＣＢ廃棄物処理事業の
処理の拡大と処理期限の延長に
関する国の要請受入れ決定

新門司パック・トレイ選別・保
管施設建替

「北九州市環境モデル都市行動計
画(北九州グリーンフロンティア
プラン)」改訂

「北九州市環境首都検定」
第７回実施

２７ ２７
北九州市環境・コミュニティセ
ンター開設

北九州ＰＣＢ廃棄物処理事業の
処理の拡大と処理期限の延長開
始

皇后崎環境センター若松事務所
跡施設民間貸付（１０年間)

燃料電池自動車「MIRAI」を公用
車として導入

「エコライフステージ２０１５」開
催

改正大気汚染防止法の施行(特定
粉じん排出等作業に係る事前調査
結果の説明・掲示の義務化等)

福岡県による微小粒子状物質
(ＰＭ２．５)の注意喚起
(北九州地域・２２日)

「ていたんポイント」事業ス
タート

２８ ２８
平成２８年熊本地震で発生した
災害廃棄物の収集・処理支援

「北九州市循環型社会形成推進
基本計画」改定

「北九州市ＥＳＤアクションプラ
ン２０１５ー２０１９」策定

光化学スモッグ注意報発令
（３０日)

「北九州市環境首都検定」
第９回実施

「第２次北九州市生物多様性戦略
(2015年度-2024年度)」策定

公用車として２台目となる燃料電
池自動車「ＭＩＲＡＩ」を導入

Ｇ７北九州エネルギー大臣会合開
催記念「ユースエネルギーサミッ
ト北九州」開催

日中友好環境保全センターと環境
保護の分野における協力の覚書を
締結

環境調査研究所北九州研修事業事
務局の開所

「中国大気環境改善のための日中
都市間連携協力北九州セミナー」
を開催

「Ｇ７北九州エネルギー大臣会
合」開催

日中友好環境保全センター(中
国・北京市)２０周年記念式典に
北橋市長が出席

世界銀行より都市パートナーシッ
ププログラム(ＣＰＰ)第１期選定
都市に選定

「北九州市地球温暖化対策実行計
画・環境モデル都市行動計画～北
九州ニューグリーンフロンティア
プラン～」策定

「化学的酸素要求量、窒素含有
量及びりん含有量に係る総量削
減基本方針(瀬戸内海)」策定(環
境省)

地域エネルギー会社「株式会社北
九州パワー」設立

市内２番目の商用水素ステーショ
ン開所(八幡東区)

「北九州市環境首都検定」
第８回実施

「エコライフステージ２０１６」開
催

九州初(全国２番目)の商用水素ス
テーション開所(小倉北区)

「環境モデル都市北九州市・小国
町の連携に関する協定書」の締結

「エコライフステージ２０１４」開
催



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

３ １ ３ 皇后崎工場基幹改修竣工 ３ ６

10

幸町市民トイレ撤去

11 「北九州市環境基本計画」改定

７

12

９

３ 12 陣山一丁目市民トイレ撤去 ４

４ ７

６ 北九州水素タウン再始動

10

７

12

３

Ｒ ６ 11 勤労者会館前市民トイレ撤去 Ｒ ５ ５

１ １

８

９

10

11

12

12

４ ６

10

10

７ 〜

11

12

12

「北九州市災害廃棄物処理計
画」策定

二次電池リサイクル事業(日本磁
力選鉱㈱)北九州エコタウン事業
認定

台風１９号で被災した宮城県柴
田町の災害廃棄物処理事務支援

㈱ＮＴＴスマイルエナジー、㈱エ
ネット及び㈱北九州パワーと「環
境・ＳＤＧｓに関する連携協定」
締結

「環境首都北九州ＳＤＧｓアワー
ドＥＳＤ表彰」を「２０１９北九州
ＳＤＧｓ未来都市アワード」へ改
編

「北九州エコライフステージ２０
１９」開催

「北九州市環境首都検定」
第１２回実施

令和元年８月豪雨で発生した佐
賀県武雄市の災害廃棄物処理支
援

「ＳＤＧｓフェスティバル IN 小
倉」実施

光化学スモッグ注意報発令
(２３、２４日)

２

３１

「北九州市浄化槽保守点検業者
の登録に関する条例施行規則」
の一部改正

令和２年７月豪雨で発生した熊
本県人吉市の災害廃棄物収集・
処理支援および福岡県大牟田市
の災害廃棄物処理支援

全国一律にプラスチック製買い
物袋の有料化

古着リサイクル事業(㈱エヌ・
シー・エス)北九州エコタウン事
業認定

「電気自動車を活用したＳＤＧｓ
連携協定」締結

２０５０年までの脱炭素社会の実
現を目指す「ゼロカーボンシ
ティ」を宣言

「エコライフステージ２０２０」
開催

「北九州市環境首都検定」
第１３回実施

第２１回日中韓三ヵ国環境大臣会
合(ＴＥＭＭ２１)が本市で開催

２
「北九州市浄化槽保守点検業者
の登録に関する条例」の一部改
正

３０ ３０
「北九州市における食品ロス及
びレジ袋削減に向けた取組に関
する協定」締結

食品ロスの削減の推進に関する
法律の施行

台風１８号で発生した大分県津
久見市の災害廃棄物収集支援

ＯＣＥＤより「ＳＤＧｓ推進に向
けた世界のモデル都市」に選定

国連によるＳＧＤｓに関する国際
会議「ハイレベル政治フォーラ
ム」へ参加

「化学的酸素要求量、窒素含有
量及びりん含有量に係る総量削
減計画(第８次)策定(福岡県)

平成２９年７月九州北部豪雨で
発生した災害廃棄物収集・処理
支援

市内７事業者によるレジ袋無料
配布中止

平成３０年７月豪雨に伴う災害
廃棄物処理支援

２９ ２９
都市鉱山リサイクル事業(㈱アス
テック入江)北九州エコタウン事
業認定

空き缶リサイクル事業(㈲ＫＡＲ
Ｓ)北九州エコタウン事業認定

超硬合金リサイクル事業(㈱光
正)北九州エコタウン事業認定

小型家電リサイクル事業(日本磁
力選鉱㈱)北九州エコタウン事業
認定

水銀体温計・水銀温度計・水銀
血圧計の拠点回収開始 皇后崎工場スーパーごみ発電シ

ステム廃止(ガスタービン等廃
止)

世界銀行との都市パートナーシッ
ププログラムにかかる覚書の締結

「北九州エコライフステージ２０１
７」開催

天皇、皇后両陛下がエコタウンセ
ンターを御視察

フィリピン・ダバオ市との「環境
姉妹都市提携に関する覚書」の締
結

「北九州市環境首都検定」
第１０回実施

携帯電話リサイクル事業(日本環
境設計㈱)北九州エコタウン事業
認定

３１

「第１９回日中韓環境教育ネット
ワーク(ＴＥＥＮ１９)シンポジウ
ム及びワークショップ」開催

「第１回環境首都北九州ＳＤＧｓ
アワード ＥＳＤ表彰」創設

「北九州エコライフステージ２０１
８」台風の影響により中止

「北九州市環境首都検定」
第１１回実施

北九州市環境ミュージアム展示改
修完了



年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連

８ ４ 電池類の拠点回収開始 ３ ６ ３

９ 日明工場不燃粗大仮置場竣工

４ ４

８

10
〜

11

11

12

４ ２ １ 畑観音バス停横市民トイレ撤去 ２ ２ １

10

３ ４ 「脱炭素先行地域」に選定 ４

６

７ 10

10 10

９

10

11

12

10 ８ 10 ５ ５

９

８ 12 新門司工場基幹改修着工

10 10

10

11

12

３ ５ １

７ ７ 「北九州エコメカアイディア

・コンクール」創設 ３

８

９

10

11

11

12

３ 日明積出基地廃止

４ (新)日明工場稼働開始

　

　「北九州市環境首都検定」
　第１７回実施

太陽光パネルのリユースリサイクル
に関する「北九州トライアングルモ
デル」の構築

ＥＳＣＡＰ「第４回低炭素都市国際
フォーラム」の本市開催

国連主導の脱炭素に関するイニシア
ティブ「24/7CarbonFree
EnergyCompact」に加盟

響灘ビオトープがOECMとして国連の
国際データベースに登録

　市制６０周年事業「北九州市の
　環境ビフォーアフター」パネル
　展開催

　市制６０周年事業「北九州市の
　環境ビフォーアフター」小冊子
　製作

プラスチック資源一括回収の開
始・プラスチックの中間処理委
託先が変更

ＯＥＣＤにより「ＯＥＣＤ ＳＤ
Ｇｓ北九州レポート(英語版)」発
表

大気汚染防止法施行令の一部改正
(ボイラーの規制規模要件から伝
熱面積を撤廃等)

「化学的酸素要求量、窒素含有
量及びりん含有量に係る総量削
減基本方針(瀬戸内海)」策定(環
境省)

７

　北九州ＰＣＢ廃棄物処理事業所
　の処理事業終了

ガラスリサイクル事業((株)西日
本ガラスリサイクルセンター)北
九州エコタウン事業認定

　「北九州市環境首都検定」
　第１６回実施

改正気候変動適応法に基づきクー
リングシェルターを指定

太陽光パネルリサイクル事業(㈱
リサイクルテック)北九州エコタ
ウン事業認定

６ ６

響灘ビオトープが自然共生サイト
に認定

　北九州市公害防止条例の一部改
　正（特定粉じん排出等作業にお
　ける市への完了報告を義務化）　「エコライフステージ２０２３」

　開催

福岡県による微小粒子状物質(Ｐ
Ｍ２．５)の注意喚起
(北九州地域・３０日)

改正大気汚染防止法の施行(全て
の石綿含有建材への規制拡大等)

４
北九州ＰＣＢ廃棄物処理事業所
の処理継続に関する国の要請受
入れ決定

北九州ＰＣＢ廃棄物処理事業所
の処理継続開始

プラスチック資源一括回収実証
事業の実施

３
「第２期北九州市循環型社会形
成推進基本計画」策定

北九州ＰＣＢ廃棄物処理事業所
の処理継続に関する国の検討要
請

日明粗大ごみ資源化センター廃
止

新日明かんびん資源化センター
竣工

３
「北九州市気候非常事態宣言」を
表明

「北九州市グリーン成長戦略」を
策定

改正大気汚染防止法の施行(建築
物等の解体・改修工事における石
綿含有建材の有無に関する事前調
査結果の報告義務化)

５ ５
福岡県水素拠点化推進協議会を発
足

北九州市公害防止条例施行規則の
一部改正(ばい煙に係る指定施設
からボイラーを削除)

「北九州市地球温暖化対策実行計
画」の改定

「エコライフステージ２０２１」
開催

ＣＯＰ２６サイドイベント「ジャ
パン・パビリオン」にて北橋市長
が登壇

タウンミーティング「市民環境力
によるゼロカーボンシティの実現
に向けて」を開催

「アジア低炭素化センター１０周
年成果報告会」開催

「北九州市環境首都検定」
第１４回実施

スペースワールド東田ゲート横
市民トイレ撤去

４
「北九州市グリーン成長戦略」を
策定

㈱井筒屋、九州電力㈱、トヨタ自
動車九州㈱及び九州工業大学とそ
れぞれ脱炭素実現に係る連携協定
を締結

西部ガス㈱とカーボンニュートラ
ル実現に向けた連携協定を締結

プラスチック資源化センターＰ
ＦＩ事業期間終了

「やってみよう！製品プラス
チック回収モデル事業」の実施

市役所本庁舎にて、フードドラ
イブ(第１回)の実施

「北九州市環境首都検定」
第１５回実施

ダイキン工業㈱、㈱デンソー九
州、㈱Ｙａｎｅｋａｒａと地元企
業への脱炭素化支援に向けた企業
との連携協定を締結

Ｈｏｒａｓｉｓアジアミーティン
グの本市開催

　インド環境企業・ラムキーグル
　ープと環境国際ビジネス推進に
　向けた連携協定を締結

令和５年７月豪雨で発生した福
岡県うきは市の災害廃棄物処理
支援

「エコライフステージ２０２２」開
催

「化学的酸素要求量、窒素含有
量及びりん含有量に係る総量削
減計画(第９次)」策定
(福岡県)

　「エコライフステージ２０２４」
　開催

７

リネットジャパンリサイクル株
式会社と小型電子機器等のリサ
イクルに係る連携協定を締結

プラスチック資源一括回収を開
始

年 月 一   般 月 ご み 関 係 月 し 尿 関 係 月 施 設 関 係 年 月 一   般 月 大 気 関 係 月 水 質 関 係 月 そ の 他

環　境　保　全　関　連廃　棄　物　関　連


